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　我が家では、実家に行った際
に食べた手作りギョーザが気に
入った息子のために、手作り
ギョーザを作るようになりまし
た。自分好みのギョーザを作れ
るので少しずつ作り方を変えて
我が家のオリジナルのギョーザ

を目指して試しています。息子
は実家で食べたときと同様に
ギョーザの時は普段よりたくさ
ん食べてくれるので、うれしい
限りですが、まだしゃべること
ができないので、感想を聞けな
いのが少し残念です。（た）

表 紙 の 写 真

　3月に、各市民活動センターで、五感で楽しむウォー
キング体験講座を開催しました。
　3月3日（水）は、平野市民活動センターで行いました。
　参加者は、講師の奥

おく

野
の

清
せ い

歩
ほ

さんから、疲れない・足
が痛くならない歩き方のポイントを教わりました。そ
の後、春の訪れを知らせる梅や早咲き桜の開花など、
早春の滑川沿いの景色を楽しみながら、活動センター
周辺をウォーキングしました。

春を感じるウォーキング

　2月19日（金）、妙安寺の境内にある上岡観音（馬頭
観音）で絵馬市が行われました。
　関東地方の絵馬頒布の様相をよく伝える絵馬市は国
の選択無形民俗文化財に選択されています。
　妙安寺は「武州上岡観音」として古くから牛馬と関わ
る農家等に信仰されたことから、今年は農耕車が描か
れた特別な絵馬もありました。

今年は特別な絵馬もありました！

　3月11日（木）に市役所前庭で行われた3.11きずなキャン
ドル2021の様子です。キャンドルタワーと「KIZUNA3.11」
の文字に並べられた約300個のキャンドルが灯されました。
　また、市役所市民ホールで東松島市の復興状況、東松山
市や関連団体の取組などを紹介するパネル展示「東日本大震
災10年東松島市友好のあゆみ」が3月12日（金）まで行われ
ました。

　3月11日（木）、市役所前庭で3.11きずな
キャンドル2021が行われました。
　1分間の黙とうをささげた
後、東松山市民と宮城県東松
島市民からのメッセージが込
められたキャンドルを灯し東
日本大震災で犠牲となった方
を追悼しました。
　東松山市は一文字違いが縁
で震災直後から官民を挙げて
東松島市への復興支援を続け、
平成27年には東松島市と友好
都市の盟約を交わしています。

東日本大震災から10年

　3月10日（水）、箭弓稲荷神社で火の災禍が起こらな
いように願い火伏神事が行われ、消防関係者や氏子な
どが参加しました。
　円形の炉の中の炎を、参加者が水菜や砂などの「火伏
具」をかけて火を弱め、最後に神の使いである白狐が
「エイッエイッ」と掛け声と火伏具で火を鎮めました。

火伏神事

ひがしまつやま広
報

Higashimatsuyama City public information
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り
ま
す
市
民
の
皆
様
に
は
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
中
、
医
療
や

介
護
、
保
育
、
教
育
等
の
現
場
に

お
い
て
日
々
従
事
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
様
に
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
も
感
染

状
況
を
見
極
め

つ
つ
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と

の
連
携
・
協
力

の
も
と
、
的
確

な
情
報
発
信

や
、
市
民
・
事

業
者
の
皆
様
に

対
す
る
支
援
、

感
染
防
止
対
策

に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和

元
年
東
日
本
台

風
の
豪
雨
被
害

か
ら
の
復
興
に

つ
い
て
は
、
被

災
者
の
生
活
再

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
市
内
に
お
い
て
も

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な

影
響
が
生
じ
、
今
な
お
困
難
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
々
の
感

染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

安
心
で
楽
し
い
子
育
て
環

境
づ
く
り

　
在
宅
子
育
て
家
庭
の
育
児
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
チ
ケ
ッ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
充

や
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
お

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
相
談
等
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
安
心
で
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止

と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
等

へ
の
総
合
的
か
つ
継
続
的
な
支
援

を
行
う「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」の
設
置
に
向
け
た
準
備
を

進
め
ま
す
。

　
小
学
校
の
教
室
を
活
用
し
実
施

し
て
い
る「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

は
、
新
た
に
高
坂
小
学
校
に
お
い

て
取
組
を
開
始
し
、
市
内
全
校
で

実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
お
け
る
支
援

の
充
実

　
低
年
齢
児
を
中
心
に
ま
つ
や
ま

保
育
園
の
定
員
を
増
や
し
、
待
機

児
童
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

　
歩
く
こ
と
を
通
じ
て
心
身
の
成

長
を
促
す「
歩ほ

育い
く

」は
、
日
常
保
育

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
歩
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
歩
く
楽
し

さ
が
実
感
で
き
る
取
組
を
実
施
し

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
　

学
び
の
ま
ち

1

誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る

健
康
長
寿
の
ま
ち

2 令
和
3
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
方
針

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
等
に
よ
り
、
歳
入
の
多
く
を
占

め
る
市
税
収
入
の
大
幅
な
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳

出
で
は
、
社
会
保
障
関
連
経
費
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持

補
修
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に

活
用
す
る
た
め
に
、
事
業
の
緊
急

性
や
優
先
度
を
見
極
め
、
歳
出
予

算
の
重
点
化
を
図
り
、
目
指
す
べ

き
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
予
算

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健

や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
構
築
に
向
け
た「
地
域
福
祉
の

充
実
」を
新
た
に
重
点
課
題
と
位

置
付
け
、
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
し
ま
す
。

　
本
市
は
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の

を
編
成
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
予
算
案
は
、

一
般
会
計
　
　
　

　

3
0
5
億
円

特
別
会
計
　
　
　

　

1
7
5
億
6
、6
0
0
万
円

企
業
会
計
　
　
　

　

1
0
5
億
4
、7
9
9
万
7
千
円

　
予
算
総
額
は
、
5
8
6
億
1
、

3
9
9
万
7
千
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計

で
は
、
1
・
1
％
の
増
、
全
体
で

は
、
0・1
％
の
増
に
な
り
ま
す
。

成
果
を
継
承
し
つ
つ「
総
合
計
画
」

に
掲
げ
た
将
来
像「
住
み
た
い
、

働
き
た
い
、
訪
れ
た
い
　
元
気
と

希
望
に
出
会
え
る
ま
ち
　
東
松

山
」に
向
け
た
施
策
を
着
実
か
つ

果
敢
に
推
進
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

建
や
治
水
対
策
が
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
、
最
後
の
お
一

人
が
再
建
を
果
た
さ
れ
る
ま
で
、

被
災
さ
れ
た
方
の
立
場
に
立
っ
た

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
は
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る「
第
五
次
東
松
山
市

総
合
計
画
」後
期
基
本
計
画
の
5

年
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
前
期

基
本
計
画
で
掲
げ
た
3
つ
の
柱

「
観
光
振
興
」「
産
業
振
興
」「
子
育

て
支
援
」に
加
え
、
多
発
す
る
自

然
災
害
か
ら
市
民
の
皆
様
の
生

命
・
財
産
を
守
る「
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
」と
、
高
齢
者
が
い

市庁舎と前庭の淡墨桜

排水路整備工事（下青鳥）
東松山市長
森田光一

　
令
和
3
年
2
月
18
日
に
行
わ
れ
た
東
松
山
市
議
会
定
例
会
の
本

会
議
で
、
新
年
度
の
市
政
の
基
本
方
針
や
政
策
に
つ
い
て
の
方
向

性
を
示
す
施
政
方
針
を
森
田
光
一
市
長
が
表
明
し
ま
し
た
。

施
政
方
針

令
和
3
年
度

ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
歩
育
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
で

「
歩
育
」の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り

ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　「
人
と
地
域
が
つ
な
が
り
、
豊

か
な
自
然
が
は
ぐ
く
む〝
学
び
の

ま
ち
〟東
松
山
」を
掲
げ
た「
第
2

期
教
育
振
興
基
本
計
画
」に
基
づ

い
た
施
策
を
推
進
し
、
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
問
題
解
決
す
る
た
め

の
思
考
力
、
判
断
力
等
が
身
に
付

く
教
育
を
実
践
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
一
人
一
台
整
備
さ
れ

た
学
習
用
端
末
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
時
代
に
対
応
で
き
る
能
力

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人

ひ
と
り
の
習
熟
度
に
応
じ
た
指
導

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
確
か
な
学

力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　「
東
松
山
市
立
小
・
中
学
校
適

正
規
模
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
」に
基
づ
き
、
市
全
体
の
状
況

を
踏
ま
え
た
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
向
け
、
将
来
を
見
据

え
た
具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
で
快
適
な
学
習
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
校
舎
や
設
備
の
改
修
等
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

専
門
的
知
見
に
基
づ
く
点
検
を
実

施
し
、
学
校
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅
速
に
実
施

す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

接
種
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」で
は
、
出
生
前
か
ら
乳
幼

児
期
ま
で
の
継
続
し
た
支
援
や
、

産
後
の
心
身
の
不
調
が
懸
念
さ
れ

る
産
婦
を
対
象
と
し
た
、
よ
り
き

め
細
か
い
訪
問
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
提
供
、

助
言
、
保
健
指
導
を
積
極
的
に
実

施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
生
児
を
対
象
と
し

た
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

新
た
に
実
施
し
、
聴
覚
障
害
の
早

期
発
見
と
適
切
な
療
育
に
つ
な
げ

ま
す
。

市
民
病
院
の
充
実

　
内
科
を
は
じ
め
と
す
る
常
勤
医

師
の
確
保
な
ど
、
地
域
の
医
療
需

要
に
即
し
た
医
療
提
供
体
制
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

を
含
め
た
診
療
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
更

新
の
ほ
か
、
病
室
の
内
装
改
修
等

の
本
館
改
修
工
事
を
実
施
し
、
よ

り
安
全
で
快
適
な
院
内
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、小・中
学
校
の
給
食
費

は
、
市
が
徴
収
・
管
理
す
る
公
会

計
へ
移
行
し
、
教
員
の
負
担
軽
減

や
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
と

と
も
に
、
学
校
給
食
の
年
間
を
通

し
た
計
画
的
な
実
施
を
進
め
ま
す
。

放課後子ども教室

東松山市立市民病院

 

総
合
計
画
6
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

柱
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
0
」を
引
き

続
き
全
庁
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の「
楽
し
み
た
い
　

働
き
た
い
　
貢
献
し
た
い
」と
い

う
思
い
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
を
ポ

イ
ン
ト
化
す
る
、
い
き
い
き
パ

ス
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
よ
り
、
積

極
的
な
外
出
等
を
促
す
こ
と
で
、

健
康
寿
命
の
延
伸
や
介
護
予
防
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
を
介
護

す
る
家
族
等
が
相
談
で
き
る
場
と

し
て「
認
知
症
ケ
ア
相
談
室
」を
新

た
に
設
置
し
、
介
護
者（
ケ
ア

ラ
ー
）支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
企
業
と
の
協
働
に
よ
り
、

認
知
症
検
診
受
診
者
を
対
象
と
し

た
認
知
機
能
維
持
・
向
上
事
業
を

実
施
し
、
認
知
症
予
防
へ
の
取
組

を
充
実
し
ま
す
。

し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を
地
域

全
体
で
支
え
る
た
め「
相
談
」や

「
緊
急
時
の
受
入
れ
・
対
応
」な
ど

の
機
能
を
持
つ「
地
域
生
活
支
援

拠
点
」の
設
置
に
つ
い
て
、
地
域

自
立
支
援
協
議
会
や
関
係
機
関
と

協
力
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
地

域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

ザ
ッ
ク
を
中
心
に
、
一
般
就
労
を

前
提
と
し
た
就
労
支
援
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関

し
て
は
、
近
隣
住
民
等
へ
の
説
明

会
実
施
の
義
務
化
等
を
新
た
に
規

定
し
た「
太
陽
光
発
電
施
設
の
設

置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

踏
ま
え
、
地
域
環
境
や
景
観
と
の

調
和
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に「
つ
く
っ
て
た
め
て
安

心
な
自
立
型
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
補

助
制
度
」を
継
続
し
、
家
庭
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
と

エ
コ
カ
ー
の
導
入
を
促
進
し
、
持

続
可
能
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

自
然
に
親
し
む
空
間
整
備

の
推
進

　
身
近
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
環
境
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
創
出
す
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

「
あ
つ
ま
れ
！
く
ら
か
け
っ
こ
！
」

な
ど
の
野
外
体
験
学
習
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
森
や
鞍く

ら

掛か
け

山や
ま

の

保
全
に
引
き
続
き
取
り
組
む
ほ

か
、
ま
な
び
の
み
ち
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
様
が
自
然
に
親
し
む
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

資
源
循
環
の
推
進

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な

維
持
管
理
に
よ
り
、
引
き
続
き
廃

棄
物
処
理
体
制
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
ご
み
処
理
施
設
の
今
後

の
方
向
性
を
見
出
す
べ
く
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

目
指
し「
第
8
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
医
療
と
介
護
の
連
携

強
化
、
生
活
支
援
体
制
の
整
備
、

認
知
症
施
策
の
推
進
を
柱
と
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
支
援
の
充
実

　「
第
三
次
市
民
福
祉
プ
ラ
ン
後

期
計
画
」を
策
定
し
、
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
市
民
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
自
分
ら

良
好
な
地
域
環
境
の
保
全

　「
第
3
次
環
境
基
本
計
画
」に
基

づ
き
、
積
極
的
な
情
報
発
信
や
環

境
学
習
会
等
の
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識

の
向
上
や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」に
基
づ
き
、
市
民
や
事
業

者
へ
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
情
報

提
供
を
進
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

普
及
啓
発
を
強
化
し
、
ご
み
排
出

量
の
削
減
及
び
ご
み
の
資
源
化
を

促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
台
風
被
害
へ
の
対
応
検

証
を
踏
ま
え「
地
域
防
災
計
画
」及

び「
業
務
継
続
計
画
」を
よ
り
実
効

性
の
高
い
計
画
と
な
る
よ
う
見
直

し
、
防
災
活
動
の
効
果
的
か
つ
具

体
的
な
実
施
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
踏
ま
え

た
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
、

感
染
症
と
自
然
災
害
が
同
時
に
発

生
し
た
場
合
に
備
え
た
体
制
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
東
松
山
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
あ
る
都
市
計
画
道
路「
駅
前
東

通
線
」は
、
駅
周
辺
の
交
通
の
円

滑
化
と
歩
行
者
等
の
安
全
確
保
の

た
め
、
埼
玉
県
と
連
携
し
、
早
期

完
成
を
目
指
し
て
引
き
続
き
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路「
松
高
前
通
線
」

は
、
東
武
東
上
線
と
の
立
体
交
差

部
分
の
工
事
及
び
関
連
す
る
道
路

工
事
を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
和
泉
町
地
区
に
つ
い
て

は
、
地
区
計
画
な
ど
の
都
市
計
画

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災

さ
れ
た
全
て
の
方
の
生
活
再
建
に

向
け
、
一
人
ひ
と
り
の
立
場
に

立
っ
た
支
援
を
継
続
し
、
生
活
基

盤
の
再
建
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
の
認
識
や

防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

作
成
」に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
行

う
な
ど
、
平
常
時
か
ら
災
害
に
備

え
る
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に

「
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
」を
通
じ
地
域
防
災
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

槽
転
換
補
助
制
度
の
周
知
を
図

り
、
早
期
の
転
換
を
促
す
こ
と
で

水
質
や
生
活
環
境
の
改
善
に
取
り

組
み
ま
す
。

河
川
の
整
備

　
国
や
県
の
関
係
機
関
と
一
体
と

な
り「
入
間
川
流
域
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
堤
防

整
備
や
遊
水
地
機
能
の
確
保
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産

を
守
る
治
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
か
ら
の
雨
水
の

排
水
先
と
な
る
準
用
河
川
新
江
川

の
改
修
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と

も
に
、
準
用
河
川
柳
沢
川
か
ら
の

溢い
っ

水
を
防
止
す
る
た
め
に
、
河
道

掘
削
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

　
交
通
事
故
防
止
に
向
け
、
東
松

山
警
察
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
交
通
安

全
教
育
や
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
、
市
民
意
識
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
関
係
団
体
の
皆
様

が
主
体
的
に
行
う
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　
防
犯
対
策
は
、
東
松
山
警
察
署

と
連
携
し
、
地
域
安
全
大
会
な
ど

の
様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
、
振

り
込
め
詐
欺
防
止
に
関
す
る
啓
発

活
動
等
を
積
極
的
に
行
い
、
防
犯

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

の
変
更
手
続
き
等
を
進
め
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
代
わ
る
既
存
道

路
を
生
か
し
た
生
活
基
盤
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
住
宅
政
策
と
し
て「
空
き
家
バ

ン
ク
」に
よ
る
空
き
家
の
有
効
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
の
補
助
制
度
を
継

続
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し

ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
は
、
こ
れ
ま
で

の
運
用
を
維
持
・
継
続
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
て「
地
域

公
共
交
通
計
画
」の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。

道
路
の
整
備
と
維
持
管
理

　
市
街
化
区
域
内
の
狭
あ
い
道
路

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
道
路
は
、

日
常
生
活
に
お
け
る
通
行
の
利
便

性
と
、
災
害
時
の
避
難
や
緊
急
車

両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
計

画
的
な
整
備
と
適
切
な
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
危
険
箇
所
へ
の
路

面
標
示
の
設
置
や
、
通
学
路
へ
の

歩
道
整
備
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

設
置
な
ど
歩
行
者
の
安
全
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

　
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

水
道
事
業
は
、
医
療
機
関
等
の
重

要
給
水
施
設
へ
接
続
す
る
水
道
管

の
耐
震
化
工
事
を
優
先
的
に
実
施

し
、
災
害
時
に
お
け
る
給
水
の
継

続
性
を
確
保
し
ま
す
。

　
ま
た
、
主
要
な
水
道
管
の
耐
震

化
や
各
施
設
の
更
新
を
引
き
続
き

計
画
的
に
推
進
し
、
よ
り
安
心
で

安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図

り
ま
す
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
害

を
受
け
た
第
一
浄
水
場
は
、
堤
防

の
嵩か

さ

上
げ
や
補
強
工
事
を
実
施
し

浸
水
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
松

葉
町
、
美
土
里
町
及
び
和
泉
町
地

区
の
汚
水
管
整
備
を
計
画
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、
殿
山
町
、
沢
口

町
地
区
の
事
業
認
可
取
得
に
向
け

て
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
外
で

は
、
引
き
続
き
、
合
併
処
理
浄
化

地
域
福
祉
の
推
進

　「
第
二
次
地
域
福
祉
計
画
」に
基

づ
き
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多

様
な
主
体
が
協
力
し
、
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
て
地
域
全
体
で
支

え
合
う
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う「
東
松
山
市
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
」を
中
心
に
、
弁
護
士
会
や

司
法
書
士
会
等
の
協
力
を
得
て
、

成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
及
び

相
談
、
手
続
き
支
援
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

社
会
保
障
の
充
実

　
生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
就
労
支
援
員
等

に
よ
る
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
早
期
の

自
立
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
を
持
続

可
能
な
も
の
と
す
る
た
め「
埼
玉

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針（
第

2
期
）」に
基
づ
き
、
引
き
続
き
税

収
の
確
保
や
医
療
費
の
適
正
化
を

進
め
る
な
ど
制
度
の
安
定
的
な
運

営
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援
の
充
実

　「
心
の
こ
も
っ
た
地
域
福
祉
プ

都市計画道路「松高前通線」工事

ごみゼロ運動

からだの衰え度チェック

避難所運営訓練

自
然
と
調
和
す
る

環
境
未
来
・
エ
コ
の
ま
ち

3

快
適
に
暮
ら
せ
る

安
全
の
ま
ち

4
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商
品
価
値
の
高
い
野
菜
づ
く
り

に
取
り
組
む「
戦
略
作
物
研
究
会
」

の
活
動
を
支
援
し
、
新
た
な
農
産

物
の
産
地
形
成
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
農
林
公
園
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
摘

み
取
り
体
験
や「
丘
の
上
の
カ

フ
ェH

euvel

（
フ
ー
ヴ
ェ
ル
）」

に
お
い
て
市
内
農
作
物
を
取
り
入

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
施
設

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
地
域
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
に
応
じ
た
収
穫
体

験
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
農

業
振
興
に
つ
な
が
る
機
会
を
創
出

し
ま
す
。

商
業
の
振
興

　「
ひ
が
し
ま
つ
や
ま
プ
ラ
イ
ド
」

で
認
定
さ
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品

に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
販

売
を
行
う
な
ど
事
業
展
開
を
積
極

的
に
進
め
、
引
き
続
き
市
の
Ｐ
Ｒ

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
補

助
制
度
に
つ
い
て
対
象
区
域
を
拡

大
す
る
こ
と
で
、
商
店
街
の
活
性

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
商
店
街
へ
の
新
た
な

支
援
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
街
路

灯
の
撤
去
に
対
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

産
業
振
興
と
就
労
支
援
の
充
実

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か

し
、
奨
励
制
度
の
対
象
拡
大
な
ど

を
通
じ
、
引
き
続
き
積
極
的
な
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
市
の
産
業
技
術
、
特
産
品
等

の
Ｐ
Ｒ
と
環
境
に
関
す
る
啓
発
の

た
め「
産
業
・
環
境
フ
ェ
ス
タ
」を

開
催
し
、
地
域
産
業
の
発
展
と
環

境
配
慮
の
意
識
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
等
に
対
応
す
る
こ
と
で
多

様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
起
業
や
雇
用
の
創

出
に
つ
な
げ
ま
す
。

観
光
の
振
興

　
く
ら
か
け
清
流
の
郷
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
は
、
楽
し
み
な
が
ら
自

然
に
親
し
め
る
機
会
の
創
出
に
取

り
組
み
、
市
民
の
皆
様
の
余
暇
活

動
や
観
光
の
場
と
し
て
引
き
続
き

活
用
を
図
り
ま
す
。

　
化
石
と
自
然
の
体
験
館
は
、
化

石
発
掘
体
験
や
自
然
体
験
学
習
が

で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

魅
力
向
上
を
図
り「
ま
な
び
の
み

ち
」と
と
も
に
地
域
全
体
の
観
光

を
牽け

ん

引い
ん

し
て
い
く
拠
点
と
な
る
よ

う
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
東
松
山
市
観
光
協
会
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の

市
民
参
加
の
促
進

　「
地
域
力
」「
市
民
力
」を
結
集

し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治

会
を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

や
各
種
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
取

組
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
本
年
で
39

年
目
を
迎
え
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

と
も
に
本
市
の
重
要
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
自
治
会

の
取
組
を
継
承
し
つ
つ
、
花
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア「
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
」の
皆
様
と
と
も
に
花
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層

推
進
し
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

伝
統
行
事
等
は
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
が
、
本
市
の
貴
重

な
財
産
と
し
て
将
来
に
向
け
て
継

承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

人
権
意
識
の
高
揚

　
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け「
人
権
施
策
推
進
指
針
」に
基
づ

き
、
各
種
研
修
会
な
ど
の
啓
発
活

動
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
の
展
示
や
各
種
講
座
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
積
極
的
な

情
報
発
信
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

市
民
の
皆
様
が
文
化
財
を
知
る
機

会
を
充
実
し
、
郷
土
へ
の
誇
り
や

愛
着
を
醸
成
し
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
運
営

　
自
主
財
源
の
要
で
あ
る
市
税

は
、
徴
収
体
制
の
充
実
に
よ
り
、

令
和
元
年
度
の
収
納
率
は
98
・

2
％
と
県
平
均
を
上
回
る
水
準
に

あ
り
ま
す
。
今
後
も
多
様
な
手
段

を
活
用
し
、
収
納
率
の
向
上
と
税

収
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
メ
ー
ル
配
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
性
を
生
か

し
、
市
政
情
報
を
分
か
り
や
す
く

政
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な

施
策
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
に「
元
気
創
造
」を

掲
げ
、
積
極
的
に
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
思
い
を
胸
に
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
市
民
が

　
ま
た「
女
性
活
躍
推
進
計
画
」と

一
体
的
に
策
定
し
た「
第
5
次
ひ

が
し
ま
つ
や
ま
共
生
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
な
ど

各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
認
め

合
い
、
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

　
社
会
教
育
を
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め「
第
2
次
社
会
教
育
推
進

計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
文
化
芸
術

活
動
を
推
進
す
る
た
め「
文
化
芸

術
推
進
条
例
」を
制
定
し「
文
化
芸

術
推
進
基
本
計
画
」の
策
定
を
進

め
ま
す
。

　
い
き
い
き
パ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
事

業
と
の
連
携
に
よ
り
、
高
齢
者
の

生
涯
学
習
へ
の
参
加
を
促
進
し
、

い
き
が
い
や
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
創
出
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
お
け
る
取
組
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の

充
実
を
目
指
し
た「
第
2
期
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を
策
定

し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携

し
て
、
よ
り
一
層
読
書
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　「
第
2
期
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」

文
化
財
保
護

　「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

の
策
定
に
着
手
し
、
貴
重
な
文
化

財
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
計
画
的
な
文
化
財
の
保
護
・

保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
る「
第
五
次
東
松
山
市
総
合

計
画
」後
期
基
本
計
画
の
初
年
度

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
年
で
あ
り
ま
す
。
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
感
染
症
対
策
や
、
自
然
災

害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
な

ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
行

農
業
の
振
興

　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
る

農
地
中
間
管
理
事
業
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
用
水

路
等
の
維
持
管
理
・
保
全
を
支
援

す
る
こ
と
で
農
業
の
生
産
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
の
少
な
い

水
稲
農
業
に
つ
い
て
、
既
存
水
稲

農
家
が
新
規
就
農
希
望
者
を
雇
用

す
る
た
め
の
支
援
制
度
を
創
設
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
塾
や
農
林
公
園

等
で
の
農
業
研
修
、
就
農
相
談
会

を
引
き
続
き
開
催
す
る
こ
と
で
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
ま

す
。

発
信
す
る
と
と
も
に
、
東
松
山
市

の
魅
力
を
市
内
外
に
積
極
的
に
発

信
す
る
た
め
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
充

実
を
進
め
ま
す
。

　
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
等
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
適
正

な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
と
と
も

に「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
改
訂
を
行
い
、
中
長
期
的
な
視

点
で
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は

「
人
材
育
成
基
本
方
針
」に
基
づ

き
、
研
修
機
会
の
確
保
と
自
己
啓

発
へ
の
支
援
を
行
い
、
職
員
の
能

力
開
発
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
う「
人
財
」の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
で
希
望
を
持
ち
、
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
愛
す
る
郷
土
・
東
松
山
市
の
発

展
の
た
め
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様

が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
る

べ
く
、
全
身
全
霊
を
込
め
て
市
政

に
邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
基
づ
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
さ

ら
な
る
普
及
拡
大
や
、
各
種
教

室・大
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、
子

ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
全
な
育

成
や
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
な

げ
ま
す
。

　「
第
44
回
日
本
ス
リ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
」に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
大
会
運
営
に
向
け

た
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
を
高
め
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

文
化
・
芸
術
の
振
興

　
彫
刻
家
の
高
田
博
厚
氏
を
顕
彰

し
、
ご
遺
族
や
関
係
者
か
ら
寄
贈

い
た
だ
い
た
彫
刻
や
絵
画
等
の
貴

重
な
作
品
を
展
示
・
活
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様

が
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

　
ま
た
、
既
刊
の
東
松
山
市
史
の

続
編
と
し
て
、
昭
和
50
年
か
ら
平

成
時
代
ま
で
の
市
の
歩
み
を
、
新

た
な
市
史
と
し
て
編
さ
ん
す
る
作

業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

住
み
た
い
、
働
き
た
い
、
訪
れ
た
い
　

元
気
と
希
望
に
出
会
え
る
ま
ち
　
東
松
山
の
実
現
に
向
け
て

元
気
で
活
力
の
あ
る

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

5

人
と
地
域
が
つ
な
が
る

支
え
合
い
の
ま
ち

6

高田博厚展2020

花いっぱい運動

イチゴ摘み取り体験

観
光
資
源
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
を

企
画
す
る
ほ
か
、
地
域
資
源
の
魅

力
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メール

新型コロナウイルス感染症に関する情報
3月18日現在の内容です。内容について変更する場合があります。

新型コロナワクチン接種のお知らせ
1　接種対象者・接種順位
　新型コロナワクチンは、令和4年2月28日までの間で、原則、住民票所在地の市町村において無料で
接種を受けることができます。現在、医療従事者等を対象とした接種が行われています。65歳以上の
高齢者の接種については、ワクチンの安定的な供給が見込めないため5月以降に延期します。
優先順位 対象者 接種開始時期
１ 医療従事者等 2月17日から
２ 65歳以上の高齢者（昭和32年4月1日までに生まれた人） 5月以降（調整中）
３ 高齢者以外で基礎疾患（心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害など）

を有する人、高齢者施設等で従事している人 未定
４ 1～3以外の16歳以上の人

2　接種券（クーポン券）
　接種券（クーポン券）を接種開始時期に合わせて順次お送りします。同封している予診票については、
あらかじめ必要事項を記入してください。接種券及び予診票は、当日必要となりますので、なくさない
よう大切に保管してください。

3　接種を受ける前に確認しておくこと
　接種を受けるには本人の同意が必要です。基礎疾患で通院中の人やアレルギー等で接種に不安のある
人は、事前にかかりつけ医に相談してください。予診票の中には次のような質問項目があります。

4　予約方法
　接種券が届いたら、東松山市新型コロナワクチン接種コールセンター（☎0570-003-220）に電話し、
接種日・接種会場の予約をしてください。なお、新型コロナワクチンの接種は一人につき2回となりま
すので、一度に2回分の予約をしてください。2回目の接種は、1回目の接種から原則3週間後の同じ曜
日に接種を行います。原則1回目と同じ接種会場で接種を受けてください。

※電話での予約が難しい人は、インターネットやFAX
（22-7435）でも予約できます。また、一部の医療機関
では、直接医療機関へ電話予約していただく場合があ
ります。詳細は市 をご確認ください。

■ワクチンに関するお問合せ
東松山市新型コロナワクチン接種コールセンター
（接種予約・相談はこちらへ）
　☎0570-003-220
　受付時間　午前8時30分～午後5時（土・日曜日、
祝日も実施）
埼玉県新型コロナワクチン専門相談窓口（医学的
知見が必要となる専門的な相談はこちらへ）
　☎0570-033-226
　受付時間　24時間（土・日曜日、祝日も実施）
厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎0120-761-770（フリーダイヤル）
　受付時間　午前9時～午後9時（土・日曜日、祝
日も実施）
健康推進課☎24-392122-7435

※新型コロナワクチンに関する情報は、厚生労働
省 でも確認できます。
・新型コロナワクチンについて（厚生労働省 ）
　https://www.mhlw.go.jp/stf/
　seisakunitsuite/bunya/
　vaccine_00184.html

・新型コロナワクチンの副反応疑い報告について
（厚生労働省 ）
　https://www.mhlw.go.jp/stf/
　seisakunitsuite/bunya/
　vaccine_hukuhannou-
　utagai-houkoku.html

5　接種会場
　ワクチン接種が受けられる市内医療機関については、現在
調整中です。集団接種会場は次の2会場を開設する予定です。

6　接種当日
　あらかじめ自宅で検温し、37.5度以上の発熱がある場合は接種できませんので、コールセンターに電
話しキャンセルしてください。発熱がなければ、持ち物を確認し、肩が出しやすい服装で接種会場にお
越しください。

接種当日の持ち物：接種券（クーポン券）、予診票、本人確認書類（運転免許証、被保険者証など）
接種の流れ　

新型コロナワクチン
について

新型コロナワクチン
の副反応疑い報告に
ついて

おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。

発熱等の症状がある場合の受診方法 高齢者等へのPCR検査費用の一部助成
　かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に
相談してください。かかりつけ医がいない等、
受診が難しい場合は「埼玉県指定　診療・検査
医療機関検索システム」からお探しください。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0710/
hpsearch.html

診療・検査医療機関
QRコード

電話での問合せ（ が見られない人等）
・埼玉県受診・相談センター☎048-762-8026
・県民サポートセンター☎0570-783-770
FAXでの問合せ（聴覚に障害のある人等）
・埼玉県受診・相談センター048-816-5801
・県民サポートセンター048-830-4808
・東松山保健所22-4251
健康推進課☎24-392122-7435

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大や重症化を
防止するため、高齢者等が本人の希望で検査を行う
場合、検査費用の一部を助成します。
申請及び検査実施期間　令和4年3月31日（木）まで
市内に住民登録のある検査を希望する人で、次の
いずれかに該当する無症状の人
　①65歳以上の人　②基礎疾患を有する人（慢性閉
塞性肺疾患、慢性腎臓病、糖尿病、高血圧、心血
管疾患、肥満（BMI30以上））
自己負担額　10,000円
助成回数　1回
年齢等の本人確認ができるもの、②の人は基礎疾
患が確認できる書類
申請書に必要事項を記入し、健康推進課（保健セ
ンター）へ提出してください。受け付け後、医療
機関の予約は、保健センターで行います。
※申請書は保健センターにあります。また、市 か
らもダウンロードできます。
健康推進課☎24-392122-7435

検温・消毒
受付

問診・接種
予診票の
確認

接種済証
の交付

15～30分間
の経過観察

１ 松山市民活動センター
２ 野本市民活動センター

予約時に伝える内容
氏名、生年月日、住所、電話番号、接種券番号（接種券
に記載されている10桁の数字）、接種希望日時・会場

接種スケジュールのイメージ
日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

⑳

１回目

２回目 ※３週間後の同じ曜日に
２回目を接種する。

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 89



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
者
・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
館

相
談

市
民
情
報

（
伝
言
板・文
芸
）

1011

市
政
情
報

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
第
２

期
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

　
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
五
次
東
松
山
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
第
2
期
東
松
山
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。
市

に
掲
載
す
る
ほ
か
、

政
策
推
進
課
、
各
図
書
館
、
各
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
配
架
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

政
策
推
進
課
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
版
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

政
策
推
進
課�

☎
21–

1
4
1
1

　

22–

5
5
1
6

夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
日
中
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
の
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
付
も
受
け
付
け
ま
す
。

4
月
30
日
㈮
、
5
月
31
日
㈪
午
後
5
時

15
分
～
7
時

・

収
税
課�

☎
21–

1
4
0
9

　

23–

2
2
3
8

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
㈫
～
15
日
㈭

重
点
目
標

①
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
歩
行
者
等
の
保
護
を
始
め
と
す
る
安
全

運
転
意
識
の
向
上

④
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
の
徹

底
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
人
も
車
も
自
転
車
も　
安
心
・
安
全　

埼
玉
県

地
域
支
援
課�

☎
21–

1
4
3
5

　

23–

2
2
3
6

が
ん
ば
る
中
小
企
業
等
応
援
補
助
金

　
「
経
営
革
新
計
画
」に
基
づ
く
新
商
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
販
路
開
拓
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
新
た
な
事
業

の
創
出
や
経
営
戦
略
に
積
極
的
に
挑
戦
す

る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
限
度
額　
30
万
円

補
助
率　
1
／
2

対
象
経
費　
機
械
装
置
等
費
、
広
報
費
、

展
示
会
等
出
展
費
、開
発
費
、賃
借
料
、

外
注
費

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
は
、
商
工
観
光
課
、
市
商

工
会
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
も
申
請
が
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

・

商
工
観
光
課�

☎
21–

1
4
2
7

　

23–

7
7
0
0

防災・減災のための取組

「ひがしまつやまプライド」認定品が決定しました！

「東松山市ハザードマップ」の配布
　これまでの水害ハザードマップと地震ハザードマッ
プを見直して、新たな「東松山市ハザードマップ」を作
成しました。自治会等を通じ広報紙4月号と合わせて配
布します。また、各市民活動センターでも配布してい
ます。
主な変更点など
・「一時避難場所」の名称を「指定緊急避難場所」に変更
・「一時避難場所」と「指定避難所」を「指定緊急避難場
所」兼「指定避難所」に変更
・水害時に使用しない避難施設を減らし「市の川小学校」「東中学校」「新宿小学校」及び「南中学校」に変更
・災害対策基本法の改正（予定）に伴い「避難勧告」と「避難指示（緊急）」を「避難指示」に一本化
指定緊急避難場所とは　災害から命を守るために緊急的に避難する施設又は場所
指定避難所とは　避難した住民が災害の危険がなくなるまで滞在する施設

「防災行政無線戸別受信機」の無償貸与
　防災行政無線の放送内容を自動で受信する「戸別受信機」を無償で貸与します。防
災行政無線の放送内容が聞こえづらい人に、危機管理防災課でお渡ししています。
危機管理防災課☎21-140522-7799

【認定ランク】
認定の段階をステップアップ方式とすることで、がんばる事
業者を継続的に応援する制度です。
金賞：銀賞認定期間2年以上の商品
銀賞：銅賞認定期間2年以上の商品
銅賞：ルーキー賞認定期間2年以上、又は市内で3年以上の
営業実績がある事業者の商品
ルーキー賞：市内での営業実績が3年未満の事業者の商品
※2年後の目標達成が次のランクへ挑戦する要件です。商工観光課☎21-142723-7700

銅賞
「箭弓さまの牡丹だんご」
有限会社富久屋

銅賞
「国分牛100％ハンバーグ」
国分牧場

ルーキー賞
「まなこころ」
株式会社バイル・エフ

受賞者（賞・「品名」・事業者名、敬称略）

左から➡
株式会社バイル・エフ千葉営業担当、圓山営業部長、

菊地事務管理責任者、中倉代表取締役、
森田市長、有限会社富久屋平田代表取締役、

国分牧場國分代表、國分由佳さん、
市観光協会内山会長、市商工会大島副会長

Focus 今月のフォーカス
このページでは、今月イチオシの情報に焦点を当ててお知らせします。

　令和元年度にスタートした、地域ブランド認定制度「ひが
しまつやまプライド」は、事業者が誇りをもって市内で生産・
製造・加工した農産物や製造品、加工品を対象として地域ブ
ランド品に認定する制度です。このたび、前回認定した5品
に加えて次の商品が認定され、3月10日（水）にはひがしまつ
やまプライド認定式が行われました。

　原則として建築物の建築が制限される市街化調整
区域で一定の基準を満たした上で住宅等の建築が可
能となる「都市計画法第34条第11号に基づく区域指
定制度」は、人口減少等社会情勢の変化を踏まえ、
区域及び建築物の用途を変更します。
　なお、この変更については令和5年4月1日以降に
行われる開発許可申請に適用されるもので、令和5
年3月31日以前に行われる開発許可申請は、従来ど
おりの区域及び建築物の用途が適用されます。

変更後の制度 現行の制度

区域

既存住宅団地（※1）
（ただし、土砂災害
特別警戒区域及び
土砂災害警戒区域
を除く）

ア及びイ（ただし土砂災害
特別警戒区域を除く）
ア）既存住宅団地（※1）
イ）既存の集落区域内にお
いて、告示により指定さ
れた区域（ただし、要件
を満たした道路（※2）に
接する区域で行われる行
為に限る）

建築物
の用途

第二種低層住居専
用地域に建築可能
な高さ10m以内の
建築物（ただし、長
屋、共同住宅、寄宿
舎及び下宿を除く）

第二種低層住居専用地域に
建築可能な高さ10m以内の
建築物

※1　市街化区域と市街化調整区域の線引き（昭和
45年8月25日）以前に既に一定の基盤整備がなされ
た住宅地

※2　国・県道及び認定幅員8ｍ以上で側溝等の排水
設備が整っている市道
区域指定

　詳細は市 をご確認いただくか、都市計画課へお
問い合わせください。
都市計画課☎21-142524-8857

都市計画法第34条第11号に基づく区域指定等の変更のお知らせ



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
者
・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
館

相
談

市
民
情
報

（
伝
言
板・文
芸
）

1213

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
空
き
家
の
売
却
又
は
賃
貸
を
希
望
す
る

所
有
者
等
か
ら
提
供
を
受
け
た
空
き
家
の

情
報
を
登
録
し
、
公
開
し
ま
す
。

空
き
家
の
売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
人

　
登
録
申
請
後
、
現
地
調
査
を
行
い
、
登

録
基
準
を
満
た
し
た
物
件
に
つ
い
て
、
市

等
で
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

※
空
き
家
の
登
録
は
無
料
で
す
。

空
き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
人

　
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
か
ら
利
用
を

希
望
す
る
空
き
家
を
選
び
、
利
用
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
交
渉
、契
約
な
ど
は
、

協
定
締
結
団
体
の
業
者
が
行
い
ま
す
。

・

住
宅
建
築
課�

☎
21–

1
4
2
4

　

24–

8
8
5
7

移
住
促
進
空
き
家
利
活
用
補
助
金

交
付
制
度

　
市
内
の
空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
市
外

か
ら
転
入
す
る
人
又
は
市
外
か
ら
転
入
す

る
人
に
空
き
家
を
提
供
す
る
人
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
　
・
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
申
込

書
を
提
出
し
た
人
で
、
市
外
か
ら
転
入

し
て
5
年
以
上
居
住
す
る
意
思
が
あ
る

人（
空
き
家
利
用
者
）

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
の
決
定
を
受
け

た
空
き
家
所
有
者
等
で
、
空
き
家
利
用

者
に
空
き
家
を
売
却
又
は
賃
貸
す
る
人

（
空
き
家
所
有
者
）

対
象
物
件
　
・
東
松
山
市
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
し
、売
買
又
は
賃
貸
借
す
る
も
の

・
昭
和
56
年
6
月
1
日
時
点
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
も
の

対
象
事
業
　
・
空
き
家
利
用
者
に
よ
る
、

空
き
家
の
購
入

・
空
き
家
利
用
者
又
は
空
き
家
所
有
者
が

発
注
す
る
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

補
助
金
額

対象事業 対象者 補助金の額
補助金限度額

基準額 加算額

空き家
の購入

空き家
利用者

対象事業
に要する
費用の1/2
以内の額

25万円
子育て世帯� 5万円
三世代同居・近居� 5万円
市内事業所勤務者� 5万円

空き家
のリフ
ォーム
工事

空き家
利用者

対象事業
に要する
費用の1/2
以内の額

20万円

子育て世帯� 5万円
三世代同居・近居� 5万円
市内事業所勤務者� 5万円
市内業者施工� 5万円

空き家
所有者 20万円 市内業者施工� 5万円

※
年
度
途
中
で
も
申
請
が
予
算
額
に
達
し

た
場
合
は
受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・

交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
住
宅
建
築
課
へ
。

�

☎
21–

1
4
2
4

24–

8
8
5
7

商
店
街
空
き
店
舗
対
策
補
助
事
業

　
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
空
き
店
舗
を
利

用
し
て
新
規
事
業
を
行
う
人
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業　
次
の
事
業
の
う
ち
、
2
年
以

上
の
継
続
営
業
が
見
込
ま
れ
る
も
の

・
飲
食
料
品
小
売
業
、
飲
食
業（
酒
場
や

ビ
ア
ホ
ー
ル
等
を
除
く
飲
食
店
）及
び

持
ち
帰
り
・
配
達
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

※
特
定
創
業
支
援
等
事
業
に
よ
る
証
明
書

の
発
行
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
業
種

の
限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
額

対
象
物
件

対
象
経
費

補
助
率

限
度
額

過
去
に
事
業

の
用
に
供
さ

れ
た
1
階
の

施
設

改
修
等
経
費

経
費
の

1
／
2

60
万
円

賃
借
料

90
万
円（
月

額
最
大
7

万
5
千
円

×
12
か
月
）

※
た
だ
し
、
特
定
創
業
支
援
等
事
業
に
よ

る
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
者
に
限
り
、

1
階
以
外
の
施
設
も
可
能
等
、
条
件
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

商
工
観
光
課�

☎
21–

1
4
2
7

　

23–

7
7
0
0

※
詳
細
は
市

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
食
用
食
材
の
放
射
性
物
質
測
定

終
了
の
お
知
ら
せ

　
市
立
小
・
中
学
校
と
市
内
保
育
園
の
給

食
用
食
材
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
内
で
放
射
性
物
質
測
定
を
毎

日
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
理
由
で

3
月
31
日
㈬
で
終
了
し
ま
し
た
。

・
測
定
開
始
以
来
、
市
で
定
め
た
基
準
を

一
度
も
超
え
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

・
食
品
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
都
道
府

県
が
計
画
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
食
品
流
通
段
階
で
基
準

を
超
え
る
食
品
は
流
通
さ
せ
な
い
取
組

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
な
お
、
国
や
県
、
産
地
等
か
ら
の
放
射

性
物
質
に
関
す
る
情
報
収
集
は
引
き
続
き

行
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
測
定

を
再
開
す
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
4

月
か
ら
は
月
に
1
回
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
食
材
を
使
用
し
て
測
定
器
の
作
動

確
認
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

�

☎
22–

0
7
4
1

22–

0
7
4
2

相
続
等
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し

た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

届
出
が
必
要
と
な
る
の
は

　

相
続（
遺
産
分
割
・
包
括
遺
贈
又
は
相

続
人
に
対
す
る
特
定
遺
贈
を
含
む
）、
法

人
の
合
併・分
割
、
時
効
な
ど
の
理
由
で
、

農
地
法
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
農
地

の
権
利
を
取
得
し
た
場
合

届
出
期
間　
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね
10
か
月
以
内

に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
届
出
は
、
権
利
取
得
の
効
力
を
発

生
さ
せ
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
所
有
権
移
転
登
記
に
つ
い
て

は
、
別
途
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・

農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
21–

1
4
3
3

23–

7
7
0
0

多様な働き方　～ほっとらいん編集協力員より～
　今、日本には、働き方改革の一環として、フレック
スタイム制度や在宅勤務などさまざまな働き方があり
ます。
　また、このところコロナ禍において、テレワークや
オンライン会議などをよく耳にするのではないでしょ
うか。女性の活躍のためにも、また誰もが暮らしやす
い社会を実現する観点からも多様な働き方は必要なの
です。
　日本では、テレワーク普及率は2割程度とまだまだ
低いようですが、フィンランドでは長年政府が積極的
にテレワークを推進してきたため、普及率が高いよう
です。通勤時間の削減やフレックスタイム制度で生ま
れた時間を家族との時間や自分の趣味の時間に費やす
ことができるため、日本に比べてワーク・ライフ・バ
ランスが進んでいる印象を受けます。
　このように、時間や場所にとらわれず働き、誰もが
安心して働くことのできる環境を整えていくことが、
我が国でも重要なのではないでしょうか。ライフスタ
イルに応じて個性や能力を十分に発揮できる、豊かで
活力のある社会になってもらいたいと思います。

（ほっとらいん編集協力員　宮
みや

岡
おか

恭
きょう

子
こ

）

人権市民相談課☎21-141623-2236

ミニほっとらいんミニほっとらいん男女共同参画情報男女共同参画情報
　口座振替による納税は、指定した口座から納
期限ごとに自動的に引き落として納税する便利
な制度です。納期限を過ぎてしまうことがない
ように、口座振替をご利用ください。
口座振替できる金融機関
　埼玉りそな銀行・りそな銀行・三菱ＵＦＪ銀
行・三井住友銀行・武蔵野銀行・東和銀行・埼
玉縣信用金庫・中央労働金庫・埼玉中央農業協
同組合・ゆうちょ銀行（郵便局）
申込方法
　振替を指定する口座のある金融機関へ通帳と
届出印、納税通知書（お持ちの人）をお持ちくだ
さい。
・市内の金融機関で申し込む場合
　各店舗に「東松山市口座振替依頼書」が備え付
けてありますので、必要事項をご記入し、金融
機関へお申し込みください。
・市外の金融機関で申し込む場合
　依頼書が店舗にありませんので、収税課に連
絡をして依頼書を取り寄せたうえで、金融機関
へお申し込みください。
開始時期
　原則として金融機関へお申し込みした日の翌

月末の納期限から開始可能です。
口座振替申込の注意事項
　一時的に課税がなくなっても、口座振替の取
扱いを継続します。口座振替を希望しない人は
口座振替の解約（停止）の届出が必要です。
口座振替済通知書
　口座振替で納付した税金については、翌年度
の4月中旬に口座振替済通知書を市役所から納
税義務者に送付します。ただし、軽自動車で継
続検査が必要なものについては、口座振替済通
知書を軽自動車税（種別割）納税証明書（継続検
査用）と併せて送付します。
軽自動車税（種別割）納税証明書についての注意
事項
　軽自動車税の納期限は、毎年5月末日（末日
が土・日曜日の場合は、その翌日）です。口座
振替で納付した場合、軽自動車税（種別割）納税
証明書（継続検査用）がお手元に届くまでに納期
限から15日程度かかります。この期間（通常5
月31日から6月15日まで）に継続検査を受ける
場合は、収税課までご連絡ください。
収税課☎21-140923-2238

納税は便利な口座振替で
　生活排水による河川の水質汚濁等を防止するため、単
独処理浄化槽やくみ取り便槽から合併処理浄化槽に転換
する人を対象に、補助金を交付しています。
対象区域　市内の浄化槽処理促進区域（生活排水を集合
的に処理する施設を有する区域を除く）

補助要件　・環境省が定める環境配慮型浄化槽及び高度
処理型浄化槽の要件に該当する浄化槽であること

・10人槽以下の合併処理浄化槽で住宅に設置すること
・放流先が確保され、放流先の管理者と協議が整ってい
ること

・令和3年度中に設置が完了すること
・県知事へ登録・届出をしている業者で浄化槽法に基づ
く浄化槽設備士のもとで施工すること

※その他の要件もありますので、詳細は環境センターへ
お問い合わせください。
※工事を始める前に申請が必要です。必ず事前に申請し
てください（申請をせずに施工した場合は補助対象にな
りません）。
補助金額

5人槽 7人槽 10人槽
設置費 352,000円 434,000円 568,000円
処分費 60,000円（限度額）
配管費 150,000円（限度額）

補助金合計（限度額） 562,000円 644,000円 778,000円

環境センター☎24-288824-2838

合併処理浄化槽への転換補助制度



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
者
・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
館

相
談

市
民
情
報

（
伝
言
板・文
芸
）

1415

　

な
お
、
路
上
喫
煙
及
び
空
き
缶
等
の
ポ

イ
捨
て
は
周
囲
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、

区
域
外
に
お
い
て
も
控
え
て
く
だ
さ
い
。

高坂駅周辺指定区域

高坂駅高坂駅
東松山駅東松山駅

東松山駅周辺指定区域

　環境美化重点区域及び路上喫煙禁止区域の範囲

環
境
政
策
課�

☎
63–

5
0
0
6

　

23–

7
7
0
0

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

東
松
山
都
市
計
画
の
変
更（（
仮
称
）埼

玉
中
部
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
）に

当
た
り
、
都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ
く

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

□
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

く
）

都
市
計
画
課

※
原
案
は
市

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

□
公
述（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）

の
申
出

市
内
在
住

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
4
月

23
日
㈮
ま
で
に
直
接
又
は
郵
送（
必

着
）で
〒
3
5
5–

8
6
0
1
松
葉
町

1–

1–

58
都
市
計
画
課
へ
。

□
公
聴
会

4
月
29
日
㈷
午
前
10
時
か
ら

4
月
13
日
㈫
～
27
日
㈫
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

吉
見
町
ま
ち
整
備
課
、
東
松
山
市
都
市

計
画
課
、
滑
川
町
建
設
課
、
嵐
山
町
ま

ち
づ
く
り
整
備
課

「
東
松
山
都
市
計
画
ご
み
焼
却
ご
み
処

理
場
」の
変
更
案（
吉
見
町
決
定
）

※
案
は
吉
見
町

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

□
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

吉
見
町
、
東
松
山
市
、
滑
川
町
及
び
嵐

山
町
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人

提
出
方
法　
4
月
27
日
㈫
ま
で
に
直
接
又

は
郵
送（
必
着
）で
〒
3
5
5–

0
1
9
2

吉
見
町
大
字
下
細
谷
4
1
1
吉
見
町
ま

ち
整
備
課
又
は
〒
3
5
5–

8
6
0
1

東
松
山
市
松
葉
町
1–

1–

58
東
松
山

市
都
市
計
画
課
へ
。

■
共
通
事
項

東
松
山
市
都
市
計
画
課

�

☎
21–

1
4
2
5

24–

8
8
5
7

吉
見
町
ま
ち
整
備
課�

☎
63–

5
0
1
8

　

54–

4
2
0
0

都
市
計
画
の
原
案
の
閲
覧
と
公
聴

会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
東
松
山
都
市
計
画
公
園（
駒
形
公
園
）の

変
更
案
の
作
成
に
当
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。

□
都
市
計
画
の
変
更
原
案
の
閲
覧

4
月
9
日
㈮
～
23
日
㈮
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を
除

総
合
会
館
4
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
述
人

1
人
あ
た
り
の
公
述
時
間
は
、
お
お
む
ね

10
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

※
公
述
人
が
い
な
い
場
合
は
公
聴
会
を
中

止
し
ま
す
。

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
4
月
26
日
㈪

以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
共
通
事
項

都
市
計
画
課�

☎
63–

5
0
0
1

　

24–

8
8
5
7

に
配
布
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市

で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
た
め

に
は
登
録
が
必
要
で
す
。ま
た
、乗
車
の
際

は
登
録
者
証
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
支
援
課�

☎
21–

1
4
3
5

　

23–

2
2
3
6

く
ら
か
け
清
流
の
郷

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
オ
ー
プ
ン

4
月
1
日
㈭
～
11
月
30
日
㈫
午
前
9
時

～
午
後
5
時

神
戸
5
5
9–

1

環
境
美
化
協
力
金
5
0
0
円（
普
通
車
）

※
環
境
美
化
協
力
金
と
は
、
ご
み
処
理
や

除
草
費
用
の
一
部
を
利
用
者
に
ご
負
担
い

た
だ
き
、
鞍
掛
橋
周
辺
の
環
境
美
化
に
活

用
し
ま
す
。

く
ら
か
け
清
流
の
郷
管
理
事
務
所

�
☎
81–

6
8
6
8

駅
周
辺
は
路
上
喫
煙
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す

　
東
松
山
の
ま
ち
を
み
ん
な
で
美
し
く
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
東
松
山
駅
及
び
高
坂

駅
周
辺
の
指
定
区
域
内
で
の
路
上
喫
煙
及

び
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
っ
た
場
合
、

指
導
・
勧
告
を
行
い
、
改
善
さ
れ
な
い
場

合
は
2
千
円
の
過
料
を
科
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
動
喫
煙
防
止
及
び
環
境
美
化
推

進
の
た
め
、
違
反
に
該
当
す
る
行
為
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
ポ
イ

ン
ト
を
更
新
し
ま
す

　
市
で
は
市
内
の
公
共
交
通
機
関
の
空
白

区
域
の
移
動
手
段
を
確
保
し
、
利
用
者
の

利
便
性
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
全

域
で「
東
松
山
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
1
日
㈭
か
ら
新
し
い
乗
降
ポ
イ
ン

ト
一
覧
で
運
行
し
ま
す
。

【
新
規
】

番
号

施
設
名

地
区

C–

59
あ
ぴ
っ
く
こ
ど
も
園

松
山

E–

21
梨
花

東
平

F–

70
村
山
皮
フ
科

高
坂

G–

52
こ
も
れ
び
歯
科

小
松
原
町

H–

43
癒
楽
接
骨
院

松
本
町

I–

48
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
セ
キ�

神
明
町
店
神
明
町

【
変
更
】

番
号

施
設
名

地
区

A–

79
農
協
東
松
山
北
支
店
前（
旧
農
協
本
店
前
）
加
美
町

B–

12
埼
玉
中
央
農
協�

東
松
山
北
支
店
加
美
町

B–

16
埼
玉
中
央
農
協�

東
松
山
南
支
店
下
青
鳥

D–

25
高
坂
駅
前
交
番
高
坂
西
派
遣
所
松
風
台

【
廃
止
】

番
号

施
設
名

地
区

B–

13
埼
玉
中
央
農
協�

大
岡
支
店

大
谷

B–

14
埼
玉
中
央
農
協�

唐
子
支
店

下
唐
子

F–

7
岩
田
診
療
所

上
唐
子

F–

13
柿
澤
医
院

岩
殿

H–

11
健
剛
整
骨
院

高
坂

I–

11
ス
ー
パ
ー
オ
ザ
ム�

東
松
山
店

松
本
町

　
更
新
後
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
一
覧
は
市
役

所
、
各
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
や
乗
車
の
際

東松山市つくってためて安心な自立型エコタウン推進補助金　申請受付開始

※補助金合計額のうち2万円分は地域経済の活性化を
図るため、地域通貨「ぼたん圓」で交付します。
※補助対象設備・車両は、事業完了から30日以内の
ものに限ります。
次のいずれかに該当する人
・自ら居住（申請者の住民票があること）する市内の住
宅に補助対象設備を設置する人（住宅の新築に合わ
せ補助対象設備の設置を含みます）

・自ら居住（申請者の住民票があること）する予定の補助
対象設備が設置された建売住宅を市内に購入する人

・補助対象車両を導入し、初度登録時の住所が市内で
ある人

受付期間　令和4年2月28日（月）まで
　ただし、受付期間内でも申請が予算額に達した場合
は受付を終了します。
・ 補助申請は、原則、対象設備の設置工事着手又
は対象車両の初度登録前にしてください。事業完了
後の事後申請も可能ですが、補助を受けることがで
きない場合があります。交付申請書に必要書類を添
付し、環境政策課へ。

※詳細は市 をご確認いただくか、環境政策課へお問
い合わせください。
　☎63-500623-7700

区分 補助対象設備・車両 補助金額 条件等

設備

家庭用蓄電池
（定置用リチウムイオン蓄電池）
※公称最大蓄電容量4kWh以上

20万円太陽光発電設備（最大出力2.5kW以上）と同時設置の場合

15万円上記以外
Ｖ２Ｈ
（電気自動車及びプラグインハイ
ブリッド自動車と住宅とで電力
を相互に供給し合うシステム）

20万円自立運転時に太陽光発電との連携技術を備えた系統連系型V2H

5万円上記以外

車両
電気自動車

15万円 V2Hと同時に補助申請を行う場合
10万円上記以外

プラグインハイブリッド自動車
10万円 V2Hと同時に補助申請を行う場合
5万円上記以外

　マイナンバーカードをより多くの人に申請していただくため、
市民課窓口及び各市民活動センターで申請時来庁方式による申請
受付を行っており、今年度から新たに市内商業施設でも申請受付
を行います。
　この申請方式では、受付する際に本人確認を行いマイナンバー
カードの交付は郵送（本人限定受取郵便）で行います。受付時に写
真を撮影するため、事前に顔写真を用意する必要もありません。
また、事前予約制のため、待ち時間なく手続きが行えます。
通知カード、住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）、身分証明書
・ 申請受付は、事前予約制となります。希望される人は、
市民課へ。☎21-140223-2234

ところ 日にち
市民課 平日　火～金曜日
松山市民活動センター 4月13日（火）
ピオニウォーク東松山 4月14日（水）
大岡市民活動センター 4月15日（木）
唐子市民活動センター 4月21日（水）
高坂市民活動センター 4月22日（木）

※5月以降も引き続き申請受付を行う予定です。
※申請書をお持ちの人は、郵送又はスマートフォン等からオンラ
イン申請することもできます。その場合、カードの交付時に来庁
する必要があります。

マイナンバ―カードの申請受付について



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
者
・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
館

相
談

市
民
情
報

（
伝
言
板・文
芸
）

1617

は
電
話
で
地
域
支
援
課
へ
。

�

☎
21–

1
4
3
5

23–

2
2
3
6

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
の
お
知
ら
せ

　
同
組
合
は
、
東
松
山
市
を
含
む
15
市
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
競
艇
事
業
収
益
か

ら
の
配
分
金
は
、
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
開
催
日

　
4
月
1
日
㈭
～
4
日
㈰
、
4
月
13
日
㈫

～
16
日
㈮
、
4
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮
、
5

月
1
日
㈯
～
6
日
㈭
、
5
月
9
日
㈰
～
12

日
㈬
、
5
月
14
日
㈮
～
18
日
㈫
、
5
月
21

日
㈮
～
24
日
㈪
、
5
月
31
日
㈪
～
6
月
5

日
㈯
、
6
月
12
日
㈯
～
17
日
㈭
、
6
月
21

日
㈪
～
24
日
㈭

戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合

　
☎
0
4
8–
8
2
3–

8
7
1
1

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
市
内
の
地
域
行
事
、
食
、
観
光
施
設
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
市

長
賞
、
観
光
協
会
長
賞
な
ど
12
点
の
賞
の

ほ
か
に
、
新
た
に「
市
農
林
公
園
」「
東
松

山
ぼ
た
ん
園
」「
化
石
と
自
然
の
体
験
館
」

「
く
ら
か
け
清
流
の
郷
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
施
設
の
賞
を
追
加
し
ま
す
。

　
市
内
で
楽
し
い
写
真
を
撮
影
し
て
コ
ン

テ
ス
ト
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

11
月
か
ら（
予
定
）

　
な
お
、
写
真
撮
影
は
可
能
で
す
が
、
触

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

4
月
16
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
4
時

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ホ
ー
ル

※
開
催
内
容
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
市

等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課�

☎
21–

1
4
3
9


23–

2
2
3
9

募
集
・
求
人

環
境
基
本
計
画「
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」参
加
事
業
募
集

　

第
3
次
東
松
山
市
環
境
基
本
計
画
で
は
、

市
の
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
を
守
り
将

来
に
つ
な
げ
て
い
く
環
境
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
る
た
め
に
、

市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
活
動
を「
市
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
3
年
度
に
登
録
す
る
事

業
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
既

存
・
新
規
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
市
は
、
登
録
事
業
の
広
報
や
他
団
体
と

の
連
携
の
サ
ポ
ー
ト
や
財
政
的
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
。

・

4
月
30
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策
課

又
は
市

に
あ
る
様
式
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
環
境
政
策
課
へ
。

☎
63–

5
0
0
6

23–

7
7
0
0

講
座・教
室・イ
ベ
ン
ト

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

5
月
17
日
㈪
午
前
9
時
受
付（
雨
天
の

場
合
は
5
月
24
日
㈪
）

都
幾
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

1
0
0
人（
申
込
順
）

・

5
月
6
日
㈭
ま
で
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
申
込
み
又
は
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ス

ポ
ー
ツ
課
へ
。�

☎
21–

1
4
3
9

　

23–

2
2
3
9

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
課
又
は
各
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

QRコード

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
体
験

5
月
13
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
1
時
30
分
～
3
時

箭
弓
町
広
場（
ピ
オ
パ
ー
ク
）

市
内
在
住
の
人

各
回
15
人（
申
込
順
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
初
心
者
向
け「
自
宅
で
楽

し
む
寄
せ
植
え
づ
く
り
」

1
、
5
0
0
円（
材
料
費
）

・

4
月
5
日
㈪
～
16
日
㈮
に
直
接
又

・

後
日
発
表
の
実
施
要
領
で
募
集
期

間
等
を
確
認
し
、
直
接
又
は
郵
送
で
市

観
光
協
会
へ
。�

☎
23–

3
3
4
4


23–

7
7
7
5

市
農
林
公
園「
丘
の
上
の
さ
く
ら

と
い
ち
ご
フ
ェ
ア
」

4
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
・
10
日
㈯
・
11

日
㈰

・
丘
の
上
の
カ
フ
ェH

euvel（
フ
ー

ヴ
ェ
ル
）で
お
花
見
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
ま
す
。

・
市
農
林
公
園
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

フ
ォ
ロ
ー
し
、
フ
ェ
ア
の
様
子
を
投
稿

し
た
人
に
、
い
ち
ご
摘
み
取
り
体
験
の

割
引
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。市農林公園

インスタグラム
QRコード

※
シ
ー
ト
を
敷
い
て
の
お
花
見
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・

市
農
林
公
園�

☎
39–

0
1
5
0

　

36–

3
9
1
5

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
を
展
示
し
ま
す

　
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
間
近
で
聖
火
リ
レ
ー

ト
ー
チ
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会

で
す
。

主なイベント
スケジュール

4月 5月
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 祝 金 土 日 祝 祝 祝

ぼたん育て方教室  ●午前11時～正午/午後1時～2時  ●午前11時～正午/午後1時～2時
みどりの何でも相談所  ●午前10時～正午  ●午前10時～正午

園路でお絵描き  ●午前10時～午後3時  ●午前10時～午後3時  ●午前10時～午後3時  ●午前10時～午後3時
ぼたんを咲かそう  ●午前10時～午後3時  ●午前10時～午後3時  ●午前10時～午後3時  ●午前10時～午後3時

フォトコンテスト2021
ぼたん苗販売 ●  ●午前10時～午後3時 ● ● ● ● ●

軽トラ市 ●  ●午前9時～午後3時 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
クラフト・飲食販売 ●  ●午前9時～午後4時 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

箭弓稲荷神社ぼたん園（箭弓町2－5－14）　4月17日（土）～5月7日（金）

東松山ぼたん園（大谷1148-1）　4月10日（土）～5月5日（祝）　午前9時～午後5時（入園は午後4時30分まで）
入園料　大人500円、小・中学生100円、団体（大人20

人以上）300円
有料期間　4月10日（土）～5月5日（祝）
※開花状況により変更あり
駐車場　無料　普通車330台・大型車約5台
交通　【車】関越自動車道 東松山ICから約15分

　大正12年に開園された歴史あるぼたん園で、3,500
平方メートルの敷地に約1,300株のぼたんが見られるほ
か、ツツジやフジも見ることができます。
入園料　無料
駐車場　無料　普通車50台

【電車】東武東上線東松山駅東口下車　
　 　   市内循環バス「東松山ぼたん園南」バス停下車徒

歩約10分（日曜日、祝日運休）　
※例年運行している臨時送迎バスは中止します。

東松山ぼたん園☎81-760781-7609

交通　【車】関越自動車道 東松山ICから約5分
【電車】東武東上線東松山駅西口下車徒歩約3分　
※混雑が予想されますので、電車等をご利用ください。

箭弓稲荷神社☎22-210422-3706
※例年実施しているイベントは中止になりました。

ぼたんまつり ※今年度の「ぼたんまつり」は新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、縮小して実施します。

イベント情報 物販・軽食販売
□ぼたん育て方教室（初心者向け）

育て方教室。参加者にぼたんの苗を配布します。
500円
各回15人（申込多数の場合抽選）

□みどりの何でも相談所
みどりの専門家に、いろいろな植物の育て方を気軽に相談でき
るブースを設けます。

□園路でお絵描き
チョークを使って、園路にお花をかきましょう。
1日100人（先着順）

□ぼたんを咲かそう～ペーパークラフト飾り～
ペーパーフラワーでつくったぼたんの花を、パネルに描いた木
に咲かせてね。
1日100人（先着順）

□フォトコンテスト2021
東松山ぼたん園の「ぼたん」の写真をお寄せください。大賞受賞
者にはぼたん園オリジナルグッズをプレゼント。詳細は で。

□ぼたん苗販売 
ぼたんの苗や季節の花を販売します。売り切れ必
至のぼたん苗です。

□軽トラ市
新鮮でおいしい野菜を、地元農家さんたちが販売
に来てくれます。

□クラフト・飲食販売
生花、ドライフラワー、押し花などいろいろな形
の「花」が中心の販売と、地元のパン屋さんやコー
ヒー屋さんの出店があります。

■共通事項
利用には入園料が別途必要です。

電話又は電子メールで東松山ぼたん園へ。　
☎81-7607　
81-7609

info-higashimatsuyama-pg@seibu-la.co.jp

※例年実施しているステージ上での式典は中止します。

無料招待券無料招待券無料招待券
お一人様1回限り

東松山ぼたん園

無料招待券無料招待券無料招待券
お一人様1回限り

東松山ぼたん園

無料招待券無料招待券無料招待券
お一人様1回限り

東松山ぼたん園令和
３年度

令和
３年度

令和
３年度
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別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・

地
域
支
援
課�

☎
21–

1
4
3
5

　

23–

2
2
3
6

東
松
山
市
文
化
芸
術
推
進
審
議
会

委
員
募
集

　

文
化
芸
術
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

文
化
芸
術
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
で
年
4
回

程
度
の
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
既
に
他

の
審
議
会
等
の
公
募
委
員
や
公
募
委
員

に
応
募
し
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

募
集
人
数　
1
人

任
期　
6
月
1
日
～
令
和
5
年
5
月
31
日

・

4
月
26
日
㈪
ま
で
に
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し「
東
松
山
市
の

文
化
芸
術
推
進
へ
の
思
い
」を
テ
ー

マ
と
し
た
小
論
文（
8
0
0
字
以
内
）

を
添
付
し
て
、
直
接
、
電
子
メ
ー
ル
又

は
郵
送
で
〒
3
5
5–

8
6
0
1
松
葉

町
1–

1–

58
生
涯
学
習
課
へ
。

�

☎
21–

1
4
3
1

23–

2
2
3
9

H
M
Y028@

city.higashim
atsuyam

a.
lg.jp

※
募
集
要
項
及
び
応
募
用
紙
は
生
涯
学
習

課
、
各
図
書
館
、
各
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
交
通
指
導
員
募
集

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
で
、
法
令
を
遵
守
し
、
健
康

で
交
通
安
全
に
熱
意
の
あ
る
人

勤
務
内
容
　
①
市
内
小
学
校
通
学
路
に
お

け
る
交
通
安
全
立り

っ

哨し
ょ
う

指
導（
週
3
日
程

度
お
お
む
ね
午
前
7
時
15
分
～
8
時
15

分
の
1
時
間
）②
市
内
小
学
校
の
交
通

安
全
教
室
で
の
指
導
等

令
和
3
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格
　

・
平
成
3
年
4
月
2
日
～
平
成
12
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人

・
平
成
12
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
た

人
及
び
令
和
4
年
3
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
人

一
次
試
験　
6
月
6
日
㈰

4
月
7
日
㈬
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
込
み

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
☎
0
3–

3
5
8
1–

5
3
1
1

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

健
　
康

大
人
の
た
め
の
健
康
歯
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

5
月
12
日
㈬
・
31
日
㈪
午
後（
時
間
は

個
別
対
応
の
た
め
申
込
後
に
お
知
ら
せ
）

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
成
人

歯
と
口
の
健
康
力
チ
ェ
ッ
ク
、
口
腔
内

チ
ェ
ッ
ク
、
歯
周
病
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク

・

事
前
に
健
康
推
進
課
へ
。

�

☎
24–

3
9
2
1

22–

7
4
3
5

採
用
期
間
　
欠
員
が
あ
っ
た
時
～
令
和
4

年
3
月
31
日

謝
礼
　
①
日
額
1
、
2
0
0
円　
②
日
額

2
、
2
0
0
円

制
服
・
装
備
品
　
市
か
ら
貸
与

応
募
方
法
　
電
話
連
絡
し
、
履
歴
書（
顔

写
真
添
付
・
返
却
不
可
）を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
合
格
者
は
指
導
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

後
、
欠
員
時
に
採
用
し
ま
す
。
経
験
、
性

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
者
・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
館

相
談

市
民
情
報

（
伝
言
板・文
芸
）

1819

　令和3年度における東松山市職員採用試験は、民間企業との併願を考えてい
る人も受験しやすくなるよう、次の方式により実施します。
□採用試験概要
・前期試験（6月）と後期試験（9月）の2回実施します。
・前期試験は、特別な公務員試験対策は不要で、人物重視の試験内容となり
ます。
・後期試験（9月）は、一般事務職と専門職を募集する予定です。
・前期試験を受験された人は、後期試験を受験できません。
□前期試験について
1次試験日��6月13日（日）
受 付　【郵送のみ】4月19日（月）から5月7日（金）（消印有効）までに〒355-
8601松葉町1-1-58人事課へ。
※詳細は受験案内をご確認ください。
　受験案内は人事課、各図書館、各市民活動センターで配布します。また、
市 からもダウンロードできます。

職種 採用予定人員 受験資格

一般事務 6人程度
大学若しくは大学院を卒業した人又は令和4年3月までに卒業
見込みの人で、平成9年4月2日以降に生まれた人（令和4年4月1
日現在で、24歳までの人）

一 般 事 務
［情報処理］
（職務経験
者対象）

1人程度

大学、短大、高校を卒業した人で、次の条件をすべて満たす人
・昭和61年4月2日以降に生まれた人（令和4年4月1日現在で、
35歳までの人）
・民間企業等における職務経験（情報システムの企画・開発・
運用等）が申込み時点で3年以上ある人

土木 3人程度
大学若しくは大学院において土木課程を履修・卒業した人又は
令和4年3月までに卒業見込みの人で、平成9年4月2日以降に生
まれた人（令和4年4月1日現在で、24歳までの人）

人事課☎21-141724-6123

令和3年度職員採用試験

□市営住宅
1人以上の世帯
住宅名 所在地 規格 家賃
松本町 松本町1丁目10番29号 2LDK 17,400円～34,500円
2人以上の世帯
住宅名 所在地 規格 家賃
若松町 若松町1丁目8番1号 3DK 20,300円～42,200円
諏訪下 松山2819番地3 3DK 23,700円～48,300円
向台 松山1684番地11 3LDK 28,400円～65,900円
※詳細は募集案内や市 をご確認ください。
応募資格　次の全てに該当する人
・市内に居住し、税の滞納がない人
・現に住宅に困っていることが明らかな人
・本人及び現に同居している親族又は同居しようと
する親族が、暴力団関係者ではない人
・収入月額が15万8千円以下（高齢者世帯、障害者世
帯、未就学児のいる世帯は21万4千円以下）の人
※収入月額は入居予定者全員の収入認定用所得金額
の合計から控除額（例：同居・扶養控除38万円／1人）
を差引き月割にした金額
募集期間　4月1日（木）～20日（火）（消印有効）
入居予定日　6月1日（火）
内覧会　4月12日（月）　
　希望する人は4月1日（木）～9日（金）に電話で埼玉

県住宅供給公社熊谷支所へ。
募集案内　募集案内（申込書）は4月1日（木）から住宅
建築課、各図書館、各市民活動センターにあります。

□特定公共賃貸住宅　
2人以上の世帯
住宅名 所在地 規格 家賃
向台 松山1684番地11 3LDK 90,100円（注）

（注）収入月額によっては、減額できる場合があります。
※詳細は募集案内や市 をご確認ください。
応募資格　次の全てに該当する人
・市内に居住し、税の滞納がない人
・本人及び現に同居している親族又は同居しようと
する親族が、暴力団関係者ではない人
・収入月額が15万8千円以上48万7千円以下の人
※収入月額は入居予定者全員の収入認定用所得金額
の合計から控除額（例：同居・扶養控除38万円／1人）
を差引き月割にした金額
募集期間　随時（申込状況により募集を終了する場
合があります）

入居予定日　原則申込み月の翌々月1日
内覧会　各月原則10日　
　希望する人は各月1日～9日に電話で埼玉県住宅
供給公社熊谷支所へ。
募集案内　募集案内（申込書）は住宅建築課にありま
す。
・ 申込書に必要事項を記入し、郵送で〒360-
0826熊谷市赤城町1-147-2埼玉県住宅供給公社熊
谷支所へ。☎048-577-6043

市営住宅・特定公共賃貸住宅
入居者募集再確認！個人でできる新型コロナウイルス対策� 感染管理認定看護師　田

た

中
な か

まり子
こ

　新型コロナウイルス感染症の流行から１年以
上が経過し「新しい生活様式」の実践が求められ
るなど、流行前と日常生活がすっかり変わって
しまいました。感染症の収束に向け、様々な取
組が行われていますが、改めて日頃の新型コロ
ナウイルス感染症対策についてご紹介します。
　新型コロナウイルス感染症は、くしゃみや咳

せき

などの飛
ひ

沫
まつ

と体液で汚染された物品・環境、汚
染された手で触れた物の表面からの接触で感染
が広がっていく感染症です。特に3密といわれ
ている「密閉、密集、密接」空間で広がりやすい
とされており、こうした空間の利用はなるべく
避ける必要があります。やむを得ず3密空間を
利用する場合には、換気を行い空気の流れを作
る等で対処しましょう。また、マスクの着用は
「ユニバーサルマスク（無症状の人でもマスクを
着用する）」が推奨されていて、人と話をすると
きは1～2メートルの距離を置いて正しくマス
クを着用すること、食事等でマスクを外した際
には黙食を心掛けるなどの対処が有効です。

　手が触れたところから感染が広がることも考
えられるため、手洗いも重要な感染対策の一つ
となります。帰宅時や食事の前だけでなく汚染
された手で目、鼻、口の粘膜を触れないように、
顔を触るような動作の前等、こまめな手洗いを
心掛けましょう。しかし、日常生活の居住環境
が汚染されたままでは、手洗いをしても感染の
リスクを減らすことはできません。人がよく触
るドアノブやスイッチ、トイレ、テーブルなど
は家庭用消毒薬、漂白剤、アルコール、界面活
性剤などで適宜丁寧に拭き上げると効果的で
す。十分な休息と栄養補給で新型コロナウイル
スに打ち勝つ免疫力を養うことも大切です。
　もし、ご自身又は家族が発熱、息切れ、咳、
喀
かく

痰
たん

、鼻汁、筋肉痛、下痢、おう吐、眼の充血、
味覚・嗅覚異常などの体調不良を訴えた場合に
は、家庭内で早めに隔離（部屋を分ける等）をし
て、事前に電話連絡をしてから医療機関を受診
しましょう。

市民病院・ワンポイントクリニック
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23–

0
0
7
6

4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
額
が

変
わ
り
ま
し
た

　
令
和
3
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は

月
額
1
6
、
6
1
0
円
で
す
。
4
月
上
旬

に
、
納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送

さ
れ
ま
す
。保
険
料
を
4
月
30
日
ま
で
に
、

現
金
で
一
括
納
付
す
る
と
割
引
に
な
る
制

度（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。

前納による保険料額
本来の

保険料額 割引額 前納による
保険料額

6か月 99,660円 810円 98,850円
1年 199,320円 3,540円 195,780円
2年� 398,400円 14,590円 383,810円
※2年前納については、令和3年度（16,610円）、
令和4年度（16,590円）の保険料額に基づき計
算しています。

※
2
年
前
納
用
の
納
付
書
を
受
け
取
る
に

は
、
別
途
、
川
越
年
金
事
務
所
に
申
込
み

が
必
要
で
す
。

川
越
年
金
事
務
所

　
☎
0
4
9–

2
4
2–

2
6
5
7


0
4
9–

2
4
5–

8
9
1
9

保
険
年
金
課�

☎
21–

1
4
3
4

　

23–

0
0
7
6

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

5
月
12
日
㈬
午
前
9
時
30
分
～
11
時
20

分保
健
セ
ン
タ
ー

3
人（
申
込
順
）

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

・

事
前
に
健
康
推
進
課
へ
。

�

☎
24–

3
9
2
1

22–
7
4
3
5

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
健
診

5
月
12
日
㈬
・
31
日
㈪
午
後
1
時
30
分

～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
人

歯
科
健
診
、
相
談

歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健
康
手
帳（
妊
産
婦
、

未
就
学
児
）、バ
ス
タ
オ
ル（
未
就
学
児
）

・

事
前
に
健
康
推
進
課
へ
。

�

☎
24–

3
9
2
1

22–

7
4
3
5

高
齢
者
・
福
祉

1
日
人
間
ド
ッ
ク
・
1
日
併
診
ド
ッ

ク
の
費
用一部
助
成

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
満

30
歳
以
上
か
つ
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
が
な
い
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
人

助
成
対
象　
1
日
人
間
ド
ッ
ク
又
は
1
日

い
き
い
き
パ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
事
業
に
参
加
し
て
会
場
の
受
付
又

は
担
当
課
窓
口
で「
い
き
い
き
パ
ス
・
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
」を
提
示
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
地

域
通
貨
ぼ
た
ん
圓
と
交
換
で
き
ま
す
。

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間　
4
月
1
日
㈭
～
令

和
4
年
2
月
28
日
㈪

今
月
号
掲
載
の
対
象
事
業

ペ
ー
ジ

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
健
診

20

1
日
人
間
ド
ッ
ク
・
1
日
併
診
ド
ッ
ク

の
費
用
一
部
助
成

20

東
松
山
市
×
カ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
共
催

か
ら
だ
の
衰
え
度
チ
ェ
ッ
ク

22

い
き
い
き
生
活
教
室

22

み
ん
な
き
ら
め
け
!!
ハ
ッ
ピ
ー
体
操

23

こ
ち
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
す

23

月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

23

か
ん
た
ん
料
理
教
室

24

高
齢
介
護
課�

☎
21–

1
4
0
6

　

22–

7
7
3
1

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
加
入
中
の
学
生
の
人
が
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
納
付

期
限
を
延
長
す
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
が
対
象
校
と
し
て
定
め

る
大
学（
大
学
院
）、短
大
、高
等
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
学
中

で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
人

学
生
証（
写
し
可
）又
は
在
学
証
明
書
、

年
金
手
帳

特
例
が
承
認
さ
れ
た
場
合

・
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
2
年
度
を
経
過

し
た
も
の
は
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

・
追
納
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

・
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
を

請
求
す
る
と
き
に
は
、
納
付
済
期
間
と

同
様
に
扱
わ
れ
ま
す
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す

　
申
請
は
年
度
ご
と
に
な
り
ま
す
。
前
年

度
に
承
認
さ
れ
て
新
年
度
も
在
学
中
の
人

に
は
、
年
金
機
構
か
ら
申
請
書（
は
が
き

形
式
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
す
る
こ
と
で
新
年
度
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
校
が
変
わ
っ
た
人
や
申
請

書
が
届
か
な
い
人
は
、
保
険
年
金
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

川
越
年
金
事
務
所

　
☎
0
4
9–

2
4
2–

2
6
5
7


0
4
9–

2
4
5–

8
9
1
9

保
険
年
金
課�

☎
21–

1
4
3
4
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23–

0
0
7
6

併
診
ド
ッ
ク（
1
日
人
間
ド
ッ
ク
と
脳

ド
ッ
ク
を
同
時
に
受
検
）の
い
ず
れ
か

を
対
象
と
し
、
1
年
度
1
回
の
助
成
と

な
り
ま
す
。

助
成
対
象
外　
・
指
定
医
療
機
関
以
外
で

の
検
査
や
宿
泊
を
伴
う
検
査

・
脳
ド
ッ
ク
の
み
の
受
検

・
受
検
後
の
申
請

助
成
申
請　
事
前
に
指
定
医
療
機
関
へ
予

約
し
、
保
険
年
金
課
へ
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
又
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

指定医療機関と自己負担額

指定医療機関 自己負担額
1日人間ドック 1日併診ドック

市民病院� ☎24-6111
東松山医師会病院�☎25-0232
埼玉成恵会病院� ☎23-0277
シャローム病院（1日人間
ドックのみ）� ☎25-2979
武蔵嵐山病院� ☎81-6879

12,000円

各医療機関の検査料から
40,000円を差し引いた額
（医療機関によって検査料・
検査項目が異なります）
〈例〉1日併診ドック検査料
70,400円の場合

検査費用　　70,400円
―　市助成金　　40,000円
自己負担額　30,400円

保
険
年
金
課�

☎
63–

5
0
0
4

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
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・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
館

相
談

市
民
情
報

（
伝
言
板・文
芸
）

2021

名称 日時（診療時間） 施設 電話番号

休日夜間急患診療所 月～土曜日午後5時～11時、
日曜日、祝日午前9時～午後11時

東松山医
師会病院 ☎22-2822

休日歯科センター 日曜日、祝日午前9時から
（受付は午前8時30分～11時30分）

保健セン
ター ☎24-3920

比企地区こども夜間救急センター
（対象は原則として満15歳以下）

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午後8時から
（受付は午後7時30分～10時）

東松山医
師会病院 ☎22-2822

休日・夜間診療 事前に電話相談をして受診

4月 医療機関名 診療科目 所在地 電話番号

29日（祝）こどもクリニック　いとう小児科 小児科 岩殿110-6 ☎34-4145

29日（祝）瀬川病院 内科、外科 小川町大塚30-1 ☎72-0328

※休日当番医のほかにも、比企地域には日曜日に診察をしている医療機関があります。日曜日に診
察している医療機関は、市 でご確認ください。

休日当番医 診療時間　午前9時～午後5時　事前に電話相談をして受診

　☎#7119（又は048-824-4199）毎日24時間対応

埼玉県救急電話相談 （小児・大人共通）

保健センター便り 生活に運動を取り入れよう！

　「第2次ひがしまつやま健康プラン21　後期
計画」では適度な運動を推奨しています。ウォー
キングは高血圧・糖尿病・脂質異常症の改善だ
けでなく、肥満の解消、リラックス効果などが
あります。「ウォーキングのまち」として手軽に
始められるウォーキングをおすすめします。
ウォーキングのポイント
・あごは引いて視線は遠くに
・腕は前後にコンパクトに速く振る
・肩の力を抜く　
・胸を張る
・背筋を伸ばす　　　　　　　
・脚をのばす　　
・歩幅は広く
・かかとから着地　
　生活の中にウォーキングを取り入れ、楽しく
運動をしてみませんか。
健康推進課☎24-392122-7435



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。
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・
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東
松
山
市
×
カ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
共
催

か
ら
だ
の
衰
え
度
チ
ェ
ッ
ク

4
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬
午
前
9
時
40
分

～
午
後
1
時
、
午
後
2
時
～
4
時
40
分

（
予
約
時
に
時
間
調
整
）

総
合
会
館
1
階
多
目
的
室

市
内
在
住
の
人

1
0
8
人（
申
込
順
）

血
管
年
齢
測
定
、
姿
勢
バ
ラ
ン
ス

チ
ェ
ッ
ク
等（
所
要
時
間
40
分
程
度
）

メ
ン
ズ
・
カ
ー
ブ
ス　
ビ
バ
モ
ー
ル
東

松
山
店
へ
事
前
予
約
。

　
☎
0
8
0
0–

3
0
0–

8
0
8
1
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メ
ン
ズ
・
カ
ー
ブ
ス　
ビ
バ
モ
ー
ル
東

松
山
店

　
☎
0
8
0
0–

3
0
0–

8
0
8
1

い
き
い
き
生
活
教
室

5
月
14・28
日
、6
月
11
日
㈮（
全
3
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

松
山
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

20
人（
申
込
順
）

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
自
宅
で
実

践
で
き
る
運
動
・
栄
養
・
口
腔
ケ
ア
を

学
ぶ
。

4
0
0
円（
食
材
費
）

・

4
月
5
日
㈪
～
5
月
7
日
㈮
に
直

接
、
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
総
合
福
祉
エ

リ
ア
へ
。�

☎
22–

5
5
6
1

　

25–

3
3
0
5

み
ん
な
き
ら
め
け
!!
ハ
ッ
ピ
ー
体
操

　
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
体
操
で
す
。

と
こ
ろ

5
月

定
員

市
民
体
育
館

17
日
㈪

60
人

唐
子
地
区
体
育
館

19
日
㈬

30
人

北
地
区
体
育
館

13
・
㉗
日
㈭
50
人

松
山
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

⑪
日
㈫

41
人

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

14
・
28
日
㈮
30
人

大
岡
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

6
・
⑳
日
㈭
30
人

野
本
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
10
・
24
日
㈪
45
人

高
坂
丘
陵
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
18
日
㈫

18
人

大
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
18
日
㈫

26
人

き
ら
め
き
市
民
大
学

10
・
㉔
日
㈪
30
人

き
ら
め
き
市
民
大
学（
男
性
の
み
）
⑰
日
㈪

30
人

市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

㉕
日
㈫

33
人

す
わ
や
ま
荘

⑱
日
㈫

38
人

時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
大
岡
・

高
坂
丘
陵
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
野
本

コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
き
ら
め
き

市
民
大
学（
男
性
の
み
）は
午
後
2
時
～

3
時
30
分
）

※
○
で
囲
ま
れ
て
い
る
日
は
体
力
測
定
を

行
い
ま
す
。
開
始
時
間
が
30
分
早
ま
り
ま

す
。フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル（
体
操
用
）、
バ
ス
タ

オ
ル（
敷
物
用
）、
体
育
館
履
き
、
飲
物

※
事
前
申
込
は
不
要

総
合
福
祉
エ
リ
ア�

☎
22–

5
5
6
1

　

25–

3
3
0
5

高
齢
介
護
課　

�

☎
21–

1
4
0
6

　

22–

7
7
3
1

　介護保険制度は介護が必要になったときにサービスを利用できるように、介護を社会全体で支え
る仕組みです。実態に即した運用を行うため、3年ごとに制度の内容や介護保険料を見直しています。
　介護サービスに係る費用の見込額等を推計し算出された令和3～5年度の65歳以上の人の介護保
険料の基準額は、月額5,300円（年額63,600円）となります。なお、ご自身の保険料額は、7月に送
付される介護保険料納入通知書又は介護保険料額決定通知書をご確認ください。
所得段階 対象 料率 年間保険料額

第1段階
生活保護受給者又は世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金受
給者もしくは前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80
万円以下の人

基準額
×0.30 19,000円

第2段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金
額の合計額が80万円超120万円以下の人

基準額
×0.50 31,800円

第3段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金
額の合計額が120万円を超える人

基準額
×0.70 44,500円

第4段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円以下の人

基準額
×0.90 57,200円

第5段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円を超える人 基準額 63,600円

第6段階

本人が
住民税課税
の場合

前年の合計所得金額が120万円未満の人 基準額
×1.20 76,300円

第7段階 前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満の人 基準額
×1.30 82,600円

第8段階 前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満の人 基準額
×1.50 95,400円

第9段階 前年の合計所得金額が320万円以上430万円未満の人 基準額
×1.60 101,700円

第10段階 前年の合計所得金額が430万円以上540万円未満の人 基準額
×1.70 108,100円

第11段階 前年の合計所得金額が540万円以上650万円未満の人 基準額
×1.80 114,400円

第12段階 前年の合計所得金額が650万円以上の人 基準額
×1.85 117,600円

※基準額（第5段階の年額63,600円）に各段階の料率を乗じた額が年間保険料額となります。
なお、料率を乗じた結果、100円未満の端数が生じる場合はその端数を切り捨てます。
高齢介護課☎21-146022-7731

令和3年度から介護保険料が変わります 65歳以上の人こちらウォーキングセンターです 市民一人1スポーツ
!

週に一度はスポーツ
を!

⃝所在地…松本町1-9-37　☎23-909023-5677
⃝開館時間…午前9時～午後5時　⃝休館…月曜日（祝日の場合翌日）、年末年始

月例市民ウォーキング月例市民ウォーキング5月
と　き 受付時刻 集合場所 コース（距離） 昼食 主　催
8日（土）

午前8時30分

松山市民活動セ
ンター 市野川堤コース（7㎞）

不要

松山市民活動センター
　☎23-931123-9312

13日（木） 大岡市民活動セ
ンター

ゆったりぼたん園（黄牡丹）
（5㎞）

大岡市民活動センター
　☎39-060239-0676

5日（祝） 唐子市民活動セ
ンター 新郷・丸木美術館（7㎞） 唐子市民活動センター

　☎22-067222-0683

15日（土） 高坂市民活動セ
ンター

こども動物自然公園（6㎞）
（要入園料）

高坂市民活動センター
　☎34-373034-3845

7日（金） 大岡市民活動セ
ンター

東松山ぼたん園を巡るコース
（5㎞）

野本市民活動センター
　☎23-707723-7063

14日（金） 高坂丘陵市民活
動センター

坂東山・まなびのみちウォーク
（高坂CCコース）（8㎞）

高坂丘陵市民活動センター
　☎35-431135-4313

8日（土） 平野市民活動セ
ンター 東松山・ぼたん園コース（7㎞） 平野市民活動センター

　☎25-222025-2227

　今月号掲載のウォーキングセンター事業への参加を希望される場合は、事前予約が必要となりますの
で、スポーツ課ウォーキング推進室（☎21-1439、平日午前8時30分～午後5時15分）にご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次に該当する場合は参加を見合わせてください。
□　体調がよくない場合（例：発熱、咳

せき

、咽頭痛などの症状がある場合）
□　同居家族や身近な知人に感染が疑われる人がいる場合
□　過去2週間以内に海外から帰国（入国）した人　　　□　感染者と濃厚接触があった人

□ふるさと自然のみちウォーク
大谷伝説の里コース　13㎞
5月18日（火）

集合　ウォーキングセンター午前9時
コース　ウォーキングセンター－下沼・上沼公園－市野
川遊歩道－西明寺沼－東松山ぼたん園－平野市民活動
センター－ウォーキングセンター（正午過ぎ到着予定）
50円　 30人（申込順）

□埼玉みてあるき
スリーデーマーチのコースより　10㎞
5月25日（火）

集合　つきのわ駅午前9時
コース　つきのわ駅－月田橋－都幾川桜堤－旧鎌形小
学校－JA埼玉中央嵐山農産物直売所－武蔵嵐山駅
（正午到着予定）
50円　 30人（申込順）

□花・歴史ウォーク
箭弓稲荷神社～都幾川堤　10㎞
5月11日（火）

集合　ウォーキングセンター午前9時
コース　ウォーキングセンター－箭弓稲荷神社－泉蔵
寺－都幾川堤－野本市民活動センター－ウォーキン
グセンター（正午到着予定）
50円　 30人（申込順）

□ネイチャーウォーク　自然に親しむ会
5月15日（土）

集合　都幾川リバーサイドパーク駐車場受付午前8時
45分、正午解散予定、雨天決行
河川敷で春を観

み

る
筆記用具、双眼鏡、ルーペなど（貸出しなし）
50円　 30人（申込順）



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。
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講
座
・
教
室
・
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ベ
ン
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集
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て

図
書
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相
談

市
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情
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（
伝
言
板・文
芸
）

2425

出
生
・
転
入
し
た
場
合
は
、
出
生
日
・
転

入
日
後
15
日
以
内
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
限
り
、
出
生
日
・
転
入
日
が
助
成
開
始

日
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
出
生
に
よ
り
健

康
保
険
加
入
手
続
中
で
お
手
元
に
子
ど
も

の
健
康
保
険
証
が
な
い
場
合
で
も
仮
申
請

が
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
15
日
以
内
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
証
の
交
付
に
必
要
な
も
の

　
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
、
保
護
者
名
義

の
通
帳
、
保
護
者
及
び
子
ど
も
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
等（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確

認
で
き
る
公
的
書
類
）、
来
庁
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真
入
り
の
も
の
）

※
保
護
者
や
子
ど
も
が
外
国
籍
の
人
は
在

留
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

住
所
や
保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

　

転
居
、
転
職
で
住
所
や
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
に
は
、変
更
届
が
必
要
で
す
。

変
更
届
に
必
要
な
も
の
：
子
ど
も
の
健
康

保
険
証
、
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証

※
保
護
者
の
扶
養
を
外
れ
た
場
合
は
消
滅

届
が
必
要
で
す
。

学
校
で
け
が
を
し
た
と
き
は

　
通
常
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
災
害
給
付
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
こ
ど
も
医
療
費

で
の
助
成
を
受
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、
返

還
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た
場
合
は

　
医
療
費
の
支
払
い
後
、
診
療
月
、
医
療

機
関
、
入
院
・
外
来
別
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
こ
ど
も
医
療
費
支
給
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
領
収
書（
受
診

者
氏
名
・
保
険
診
療
総
点
数
の
記
載
の
あ

る
も
の
）を
添
付
し
、
子
育
て
支
援
課
又

は
各
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・

子
育
て
支
援
課�

☎
21–

1
4
6
1


23–

2
2
3
9

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

（
父
）子
家
庭
の
母（
父
）が
、
雇
用
保
険
制

度
の
一
般
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓

練
講
座
等
を
受
講
し
、
修
了
し
た
場
合
に

費
用
の
一
部
60
パ
ー
セ
ン
ト（
上
限
20
万

円
。
1
万
2
千
円
以
下
は
対
象
外
）を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

　
雇
用
保
険
制
度
か
ら
一
般
教
育
訓
練
給

付
金
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
差
し

引
い
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
受
給
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

子
育
て
支
援
課
☎
21–

1
4
6
1


23–

2
2
3
9

■保育園　赤ちゃんサークル
11・18・25日（火）午前10時～11時
まつやま保育園
市内在住の0～1歳半の乳幼児と保護者
親子5組（申込順）
手遊び、リズム遊び、おもちゃ作りなど
4月5日（月）午前9時30分から電話でまつやま保育
園へ。

■体育館
・ 6日（木）北地区体育館、13日（木）市民体育館、
20日（木）唐子地区体育館

時間　午前10時～11時30分
0歳～未就学児と保護者
手遊び、リズム遊び、製作、パネルシアター
体育館履き�　※できるだけお子さんもマスクの
着用をお願いします。
当日受付
■支援センター室開放
毎週月・水・金曜日（3・5日は除く）午前9時～正午、
午後2時30分～4時30分
まつやま保育園
市内在住の保育施設（幼稚園も含む）に通園してい
ない未就学児と保護者
当日受付（駐車場なし）

まつやま保育園　☎22-119422-7904

親子で遊ぼう会親子で遊ぼう会 5月

　子育ての援助を受けたい人（利用会員）と子育て
の援助を行いたい人（協力会員）が会員となり、
ファミリー・サポート・センターが仲介して、子
育てを地域で相互援助する組織です。
　協力会員は入会後にファミリー・サポート・セ
ンターが実施する基礎講習会がありますので、初
めてでも安心して活動できます。
※利用会員も随時募集しています。詳細はファミ
リー・サポート・センターへお問い合わせくださ
い。
主な活動内容　小学校や保育園の開始前や終了後
の送迎・預かり、習い事等の送迎など

援助時間（午前6時～午後10時） 報酬
平日（午前7時～午後7時） 700円/1時間

平日（前記以外の時間）及び土・
日曜日、祝日、年末年始 800円/1時間

・ ファミリー・サポート・センター
　☎21-7125
　子育て支援課☎63-500523-2239

ファミリー・サポート・センター
協力会員募集（有償ボランティア）

紙
お
む
つ
給
付
サ
ー
ビ
ス
に
所
得

制
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

　
月
に
１
度
、
自
宅
に
紙
お
む
つ
を
届
け

ま
す
。
選
択
し
た
お
む
つ
の
種
類
に
よ
っ

て
、
配
布
枚
数
が
異
な
り
ま
す
。

　
令
和
3
年
4
月
か
ら
、
所
得
制
限
が
給

付
要
件
に
加
わ
り
ま
し
た
。
住
民
税
本
人

非
課
税
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

市
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
、

要
介
護
2
以
上
の
認
定
を
受
け
、
寝
た

き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
常
時
紙
お

む
つ
を
必
要
と
す
る
人
で
あ
っ
て
、
住

民
税
が
本
人
非
課
税
の
人

・

高
齢
介
護
課�

☎
21–

1
4
0
6


22–

7
7
3
1

か
ん
た
ん
料
理
教
室

5
月
12
日
、
6
月
9
日
、
7
月
14
日
㈬

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

身
近
な
食
材
を
使
っ
た
調
理
実
習
に
よ

り
、高
齢
期
の
栄
養
の
と
り
方
を
学
ぶ
。

各
回
4
0
0
円（
食
材
費
等
）

・

4
月
5
日
㈪
～
5
月
6
日
㈭
に
直

接
、
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
総
合
福
祉
エ

リ
ア
へ
。�

☎
22–

5
5
6
1


25–

3
3
0
5

給
し
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
出
生
日
又
は
転
出
予
定
日

（
前
住
所
地
で
届
け
出
た
東
松
山
市
に

住
み
始
め
る
日
）の
翌
日
か
ら
15
日
以

内
に
申
請
を
し
た
場
合
は
、
出
生
日
、

転
出
予
定
日
の
翌
月
か
ら
受
け
ら
れ
る

特
例
が
あ
り
ま
す
。
15
日
目
が
土
・
日

曜
日
、
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
翌
開
庁

日
ま
で
で
す
。
5
月
の
大
型
連
休
が
15

日
目
に
あ
た
る
人
、
里
帰
り
出
産
を
さ

れ
る
人
な
ど
は
申
請
が
遅
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
公
務
員
は
勤
務
先
で
の
申
請

と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
請
求
者・配
偶
者・

児
童
の
健
康
保
険
証
の
写
し
、
請
求
者

の
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
、
請
求
者

及
び
配
偶
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

又
は
通
知
カ
ー
ド（
記
載
内
容
に
変
更

が
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
）、
来
庁
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免

許
証
等
）

※
申
請
者
や
児
童
が
外
国
籍
の
人
は
在
留

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

・

子
育
て
支
援
課�

☎
21–

1
4
6
1

　

23–

2
2
3
9

遺
児
手
当

市
内
在
住
で
、
父
母
又
は
そ
の
い
ず
れ

か
を
死
亡
に
よ
り
な
く
し
た
義
務
教
育

修
了
前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

支
給
額　
児
童
1
人
に
つ
き
月
額
3
千
円

※
年
3
回
、
7
月（
4
～
7
月
分
）、
11

子
育
て

児
童
手
当

原
則
と
し
て
中
学
校
修
了
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
市
内
在
住
の
人　

手当額

対象年齢 出生順位
児童手当

所得制限限度額
未満の人

特例給付
所得制限限度額

以上の人
3 歳未満 一律 15,000 円

5,000 円3 歳～小学
校修了前

第 1 子・
第 2子 10,000 円

第 3 子以
降 15,000 円

中学生 一律 10,000 円

支
給
月　
6
月（
2
～
5
月
分
）・
10
月

（
6
～
9
月
分
）・
2
月（
10
～
1
月
分
）

※
振
込
日
は
支
給
月
の
15
日（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の
直
前
の
平
日
）

転
入
や
出
生
し
た
場
合　
手
当
を
受
け
る

に
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人（
父

母
の
場
合
、
所
得
が
多
い
人
）が
住
所

地
の
市
区
町
村
に
申
請（
認
定
請
求
）す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
当
は
、
原
則

と
し
て
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
支

月（
8
～
11
月
分
）、
3
月（
12
～
3
月

分
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
死
亡
を
証
明
す
る

書
類（
亡
く
な
っ
た
人
の
除
住
民
票
、

戸
籍
謄
本
な
ど
）、
扶
養
を
証
明
す
る

書
類（
健
康
保
険
証
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
な
ど
）、
通
帳
、
印
鑑

・

子
育
て
支
援
課�

☎
21–

1
4
6
1


23–

2
2
3
9

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

（
父
）子
家
庭
の
母（
父
）が
、
看
護
師（
准

看
護
師
を
含
む
）等
の
資
格
取
得
の
た
め
、

1
年
以
上
養
成
機
関
等
で
修
業
す
る
場

合
、高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
と
し
て
、

月
額
7
0
、
5
0
0
円（
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
場
合
は
10
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
期
間　
上
限
4
年
間
分（
申
請

月
か
ら
支
給
）

※
受
給
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
修
業
の
最
後
の
12
月
は
増
額
さ
れ
ま

す
。・

子
育
て
支
援
課�

☎
21–

1
4
6
1

　

23–

2
2
3
9

こ
ど
も
医
療
費

東
松
山
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
18
歳
到

達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

助
成
開
始
日

　

助
成
は
申
請
日
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、



日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

出かけてみませんか
参加してみませんか

● 埼玉県マンション管理士会無料相
談
4月14日、5月12日、6月9日（水）

午後1時30分～4時 市役所分室1
階打合せ室 マンション管理等に関
する相談について、専門のマンショ
ン管理士によるアドバイス 中澤さ
ん☎080-1143-6008

●青空会美術展
4月20日（火）～25日（日）午前9時

40分～午後5時（20日は午後1時か
ら、25日は午後4時まで） 市立図
書館 油彩画、水彩画70点展示
芦田さん☎39-0708

●東松山歩こう会例会
　新型コロナウイルス感染症防止対
策新形態小グループ歩行ウォーク

□第41回総会ウォーク（市内）10㎞
4月25日（日）受付：ウォーキング

センター午前9時～9時30分
□ 県外一泊代替ウォーク（高坂方面）

10㎞
5月16日（日）受付：高坂中通公園

午前9時～9時30分
□あじさいウォーク（金泉寺）13㎞

6月20日（日）受付：武蔵嵐山駅東
口東側公園午前9時～9時30分
■共通事項

会員外300円（保険代等） 阿部さ
ん☎090-3340-3040

仲間になりませんか

●書道教室皆書会
毎月2・4火曜日午後1時30分～3

時30分 市民福祉センター 60歳
以上の人 月1,000円 田部井さん
☎080-3502-5225

●オカリナ・すまいる
毎月第2・4水曜日午前10時～正

午 高坂丘陵市民活動センター オ
カリナに興味のある人 オカリナ楽
器演奏 月2,000円 大熊さん☎
35-1030

●東松山ギタークラブ
毎週日曜日午前9時～11時30分
唐子市民活動センター 初心者大

歓迎 クラシックギターによる合奏
等 月1,000円 松尾さん☎24-
5557

●平野グラウンド・ゴルフクラブ
毎週月曜日午前8時50分～11時

30分 平野市民活動センター前多
目的広場 グラウンド・ゴルフ愛好
者 入会金1,000円、年1,500円
宮城さん☎35-1388

伝 言 板
　このコーナーは、市民の人から寄せられた
情報です。参加するときは内容のご確認を。

令和3（2021）年▪4月令和3（2021）年▪4月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。

市
政
情
報

講
座
・
教
室
・

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
求
人

健
康

高
齢
者
・
福
祉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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（
伝
言
板・文
芸
）

寒
風
に
梅
の
香
混
じ
り
気
も
そ
ぞ
ろ

閉
じ
込
め
ら
れ
た
る
気
分
も
和
む

幸
　
町

川
ま
さ
子

膝
を
病
む
夫
に
連
れ
添
う
通
院
の

道
に
白
梅
い
ま
に
ま
盛
る

和
泉
町

大
橋
与
志
江

冬
の
蜂
で
は
な
い
け
れ
ど
昼
頃
に

や
っ
と
始
動
す
爺
の
一
人
居

石
　
橋

河
内
忠
和

　

早
春
、
葉
に
先
だ
っ
て
高
い
香
を
放
つ
梅
の
花
を
詠
う
二
首
。
コ
ロ
ナ
自
粛
の
心
を
和
ま
す
梅
の

花
。
一
陽
来
復
、
気
分
も
何
と
な
く
そ
わ
そ
わ
と
浮
き
立
つ
。
三
首
目
、
悠
悠
自
適
の
爺
の
一
人
居
。

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
も
老
い
の
生
き
方
。
冬
の
蜂
が
活
動
を
開
始
す
る
春
も
、
間
近
で
あ
る
。
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選
者　
石
川
勝
利

外
出
着
タ
ン
ス
で
自
粛
悔
し
泣
き

上
野
本

加
藤
悦
子

日
帰
り
で
行
っ
て
み
た
い
な
天
国
へ

日
吉
町

横
田
隆
史

迷
惑
を
掛
け
ぬ
余
生
へ
日
日
歩
き

若
松
町

栗
原
洋
子

飛
び
切
り
の
冗
句
固
い
座
和
ま
せ
る

和
泉
町

志
村
宇
一

妻
の
肩
揉
ん
で
や
っ
て
る
昼
下
り

下
唐
子

本
郷
一
男

日
日
元
気
コ
ロ
ナ
も
あ
き
れ
近
ず
か
ず

東
　
平

栁
澤
昇
一

　
ワ
ク
チ
ン
注
射
で
コ
ロ
ナ
を
気
に
し
な
い
で
済
む
日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

選
者
吟「
世
界
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
期
待
さ
れ
」
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選
者　
小
松
一
也

寒
暁
の
各
戸
へ
配
る
バ
イ
ク
音

箭
弓
町

大
畑
初
子

白
梅
や
父
と
計
ら
ふ
墓
じ
ま
ひ

幸
　
町

小
熊
な
が
子

室
咲
き
の
花
や
家
居
に
寄
り
添
う
て

和
泉
町

小
川
和
惠

小
雪
舞
ふ
庭
の
草
木
の
薄
化
粧

加
美
町

手
塚
久
徳

バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
流
る
る
春
の
書
舗

幸
　
町

宮
澤
幸
子

故
郷
の
凍
星
数
ふ
露
天
湯
に

毛
　
塚

波
多
野
愛
子
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選
者　
仁
村
玲
流

　
一
句
目
、
早
朝
の
バ
イ
ク
音
、
止
ま
る
音
で
新
聞
配
達
員
へ
思
い
を
は
せ
る
。
二
句
目
、
墓
の
継
承

者
が
い
な
く
な
る
現
実
。已
む
な
く
の
墓
仕
舞
い
を
親
子
で
相
談
で
き
る
の
は
幸
い
。に
し
て
も「
白
梅
」

が
潔
く
も
悲
し
い
。三
句
目
、室
の
花
は
シ
ク
ラ
メ
ン
だ
ろ
う
か
。コ
ロ
ナ
禍
の
家
居
を
慰
め
て
く
れ
る
。

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
投
稿
先　
は
が
き
に
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）を
記

入
し
、
〒
3
5
5–

8
6
0
1
松
葉
町
1–

1–
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5
月
の
各
種
相
談

行政相談 人権市民相談課☎21-141423-2236
⃝5月14日（金）午前9時～正午
⃝分室1階打合せ室
⃝国、県、市の仕事について

公証相談 人権市民相談課☎21-141423-2236
⃝5月19日（水）午前10時～正午
⃝分室1階打合せ室
⃝遺言、任意後見、年金分割などの契約・公正証書作
成について（要予約で先着4人）

法律相談 人権市民相談課☎21-141423-2236
⃝5月6・13・27日（木）午後1時～4時20分（弁護士）
⃝5月21日（金）午前10時～午後3時（司法書士）
⃝分室1階打合せ室
⃝法律全般（要予約で先着8人）

不動産相談 人権市民相談課☎21-141423-2236
⃝5月12日（水）午前10時～正午（不動産鑑定士）
⃝分室1階打合せ室
⃝要予約で先着4人
⃝売買、賃貸借、相続などの適正な価格・賃料の算定
等（不動産鑑定士）

消費生活相談 人権市民相談課☎21-141423-2236
⃝月～金曜日（祝日を除く）
⃝午前10時～午後3時30分
⃝市庁舎2階東松山市消費生活センター
⃝消費者契約上の問題や商品に対する苦情等について

税務相談 課税課☎21-143823-2238
⃝5月11日（火）午前10時～正午
⃝総合会館3階302会議室
⃝国税、地方税について（7日正午までに要予約で先着2人）

内職相談 商工観光課☎21-142723-7700
⃝5月11・18・25日（火）午前10時～午後4時
⃝5月6・13・20・27日（木）午前10時～正午
⃝分室1階打合せ室
⃝内職の求人や求職について

創業相談 商工観光課☎21-142723-7700
⃝5月6日（木）・11・18・25日（火）午後1時～5時（予約制）
⃝創業支援センター会議室2
⃝創業や創業間もない経営全般について

女性相談 人権市民相談課☎21-141623-2236
⃝5月12日（水）午前10時～午後3時
⃝5月18日（火）午後1時～5時
⃝5月28日（金）午前10時～午後3時
⃝総合会館3階306会議室
⃝女性の悩み、子育て、夫婦や異性のこと、自分のこ
と、夫や恋人からの暴力など（要予約で先着4人）

人権相談 さいたま地方法務局☎22-0379
⃝5月20日（木）午前10時～午後3時
⃝総合会館3階303会議室
⃝5月12・19・26日（水）午前9時～午後4時
⃝さいたま地方法務局東松山支局
⃝身の回りのさまざまな人権問題について

※
相
談
時
間
は
正
午
～
午
後
1
時
を
除
き
ま
す
。

※「
分
室
」は
市
役
所
本
庁
舎
北
側
の
建
物
で
す
。

図書館だより https://www.libcity.higashimatsuyama.saitama.jp
市立図書館

☎22-032422-0064
高坂図書館

☎35-512035-5123
なしの花図書室（平野市民活動センター内）

☎25-2220
開館（室）
時間 午前9時30分～午後7時 月～金曜日午前9時30分～午後6時

土・日曜日午前9時30分～午後5時15分
水・木・土・日曜日
午後1時～5時15分

2627

今月の図書館からのお知らせ
こどもの読書週間

4月23日（金）～5月12日（水）
　子どもたちにもっと本を読む場所をとの願いから「こどもの
読書週間」は1959（昭和34）年に誕生しました。今年の読書週
間の標語は「いっしょに　よもう、いっぱい　よもう」です。
　各図書館（室）ではおすすめの本の紹介や展示を行っていま
す。また、図書館 のこどもページでは「おすすめのほん」を
紹介しています。新しい本と出会う参考にぜひご覧ください。

市立図書館
□読書週間おはなし会
4月24日（土）午後2時～2時30分
3階研修室
�パネルシアター、大型絵本など

□田口弘文庫「高村光太郎 資料コーナー」
　市立図書館２階高村光太郎資料コーナーでは、市内の新宿
小学校に設置されている「高村光太郎記念碑」の関連資料を展
示しています。石碑に刻まれた「正直親切」の書は、高村が戦
後に生活を送った岩手県太田村（現・花巻市）の小学校へ贈っ
たものです。高村と交流のあった元東松山市教育長の田口弘
氏の縁から、花巻市の高村記念館等の協力により、この書を
刻んだ記念碑が建立されました。
　市立図書館にお越しの際は、是非お立ち寄りください。

市立図書館・高坂図書館
□好きな本の登場人物の絵をかいてかざろう
4月23日（金）～5月23日（日）
�図書館にある好きな本の登場人物（キャラクター、人、動物
など）のイラストを募集し、図書館内に掲示します。イラス
トを描く用紙は児童コーナーとカウンターに用意していま
す。イラストを描いたらカウンターに持ってきてください。

4月の休館日
26日
（月）

第2～5金曜日午前10時～午後1時
第1金曜日午前10時～午後1時
第1・2・4・5金曜日午前11時～11時30分
第1・3水曜日午前11時～11時30分
第2水曜日午後2時～3時
4月11日（日）午後1時30分から　 50人（先着順）
「アヒルと鴨のコインロッカー」（110分）
4月18日（日）午後1時30分から　 50人（先着順）
「マチネの終わりに」（124分）

市立

高坂
高坂

市立
市立
市立

託児サービス

映画会

ミニ朗読会（一般向け）
ちいさい子むけおはなし会（0～3歳位）
おはなし会
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卒業生徒数（合計781人）

松山中学校� 157人
南中学校� 219人
東中学校� 181人
北中学校� 121人
白山中学校� 61人
東京農大三中学校� 42人

　3月15日（月）に市立中学校5校で、3月18日（木）に東京農業大
学第三高等学校附属中学校で卒業式が行われました。
　昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策を徹底して
行われました。卒業生たちは、マスク越しでも分かるほど将来
に向け決意に満ちた表情をして卒業式に臨んでいました。そし
て3年間共に過ごした仲間と一緒に、無限に広がる未来に羽ば
たいていきました。

南中学校南中学校白山中学校白山中学校

東中学校東中学校 コアラ通信特別版

令和2年度令和2年度卒業式卒業式

松山中学校松山中学校北中学校北中学校



市内の空間放射線量測定結果交通事故発生件数（2月中）
発生件数：306件※
人身事故：17件（死者：0人、けが人：21人）
物損事故：289件

火災と救急件数（2月中）
火災件数：4件
救急件数：313件（交通：23、急病：183、その他：107）
搬送人員：240人

ミ
ニ
ミ
ニ
情
報

※東松山警察署管内（東松山市・滑川町・川島町・吉見町）の件数

人口と世帯（3月1日現在）
人口：90,409人
　男：45,546人
　女：44,863人
出　生（2月中）：38人
死　亡（2月中）：78人
転入等（2月中）：353人
転出等（2月中）：311人
世帯数：41,167世帯

＊（　）は前月比

（＋ 2）
（＋ 28）
（－ 26）
（－ 9）
（－ 10）
（＋ 77）
（＋ 27）
（＋ 37）

　市内34か所で空間放射線量を定期的に
測定しています。
　3月の測定においても、基準値を下回っ
ています。
　測定結果の詳細については、市 に掲載
しています。
環境政策課☎63-500623-7700

おしえて『文化財』
ぶん　 か　 ざいひがしまつやま

キッズ集合！
しゅうごう

　コロナ禍でも気軽にできるス
ポーツのひとつであるウォーキ
ングについて、東松山歩こう会
会長の阿部覺さんにお話を伺い
ました。
　阿部さんが、ウォーキングを
はじめたきっかけは、約35年前
の40代前半だったころ、奥様と
買い物に出掛けて歩いたとき、
道端に咲く花や、頬をなでる風
で季節を感じたことにとても感

動し、それ以来、ウォーキングを続けているそうです。
　ウォーキングの大きな魅力は、ウォーキング中に花な
どを撮影したり、一緒に歩く人との会話を楽しむことが
できること。また、ウォーキングに関する会に参加する
ことで、色々な人と出会い、交流できることだと語って
くれました。
　阿部さんは「第6次21世紀の朝鮮通信使　ソウル－東
京　友情ウォーク」という、江戸時代に大韓民国ソウル

（漢陽）と東京（江戸）を12回も往来した、外交使節団“朝
鮮通信使”がたどった道を巡るイベントに参加し、現地
の人と交流したことは、とても楽しかった思い出になっ
ているとのこと。
　普段から歩いている阿部さんでしたが、2年半前に高
血圧で倒れたことがありましたが、医師からは「普段から
ウォーキングをしていたから、軽い症状ですみましたね」
と言われ、ウォーキングに救
われたと感じたそうです。
　その後は、食事に注意し、
ウォーキングを毎日したこと
で、今では血圧も安定してい
るとのこと。
　今後の目標は、再び「朝鮮通
信使友情ウォーク」に参加した
いと力強く語ってくれました。
　今後もウォーキングを楽し
んでください。応援していま
す。

スポーツスポーツスポーツじょえ ょょょょょじじええ ん い ◦ウォーキング◦

阿
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い

蔵ぞ
う

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

セ
ン
タ
ー

�

☎
27–

0
3
3
3

27–

0
3
3
4

正
しょう

法
ぼ う

寺
じ

の鐘
しょう

楼
ろ う

と銅
ど う

鐘
しょう

　1954（昭和29）年7月1日、1町4村（松山町、大
岡村、唐子村、高坂村、野本村）が合併し、東松山
市が誕生しました。埼玉県下で12番目の市となり、
住民は大変よろこびました。10月15日から3日間
にわたって行われた祝賀行事では、餅つきとチン
ドン屋隊を乗せた花自動車が市内を巡回し、各町
内9か所に設置された屋台舞台で、はやし、かぐら、
曲芸などがにぎやかに繰り広げられました。

東松山市誕生

お祭り騒ぎだったんだね

3日間毎朝6時30分に花火があがったよ

1954（昭和29）年

キャラクター紹介
市内の小・中学生に配布され
た学習漫画『漫画でわかる 梶
田隆章先生とニュートリノ』の
キャラクターたちです。

歩（弟）梨花（姉）ニュートリノ三兄弟
東松山市生まれ。東京
大学宇宙線研究所所
長・教授。1998年に
ニュートリノ振動の発見
を発表。2015年にノー
ベル物理学賞を受賞。

梶田隆章先生

電ちゃん ミューやん タウっち

梶田先生と振り返る思い出の一コマ
Vol.1　仁

に

王
お う

門
も ん

をくぐって石
い し

段
だ ん

を登
の ぼ

りきったすぐ右
み ぎ

手
て

に鐘
しょう

楼
ろ う

が建
た

っています。市
し

内
な い

ではほぼ見
み

なくなった草
く さ

葺
ぶ

きの
屋
や

根
ね

の建
た て

物
も の

です。棟
む な

札
ふ だ

によると、元
げ ん

禄
ろ く

15（1702）年
ね ん

、
野
の

本
も と

村
む ら

の大
お お

旦
だ ん

那
な

山田茂兵衛の寄
き

進
し ん

で、葛
く ず

袋
ぶくろ

村
む ら

の小鷹次
良兵衛、金

か な

谷
や

村
む ら

の原久兵衛とい
う大

だ い

工
く

によって
再
さ い

建
け ん

されたとい
うことです。銅

ど う

鐘
しょう

は鎌
か ま

倉
く ら

時
じ

代
だ い

に
作
つ く

られたもの
で、形

かたち

や構
こ う

造
ぞ う

の
特
と く

色
しょく

から、鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

の開
か い

府
ふ

に伴
ともな

い畿
き

内
な い

から進
し ん

出
しゅつ

してきた鋳
い

物
も

師
じ

集
しゅう

団
だ ん

の一
ひ と

つである物
も の

部
の べ

氏
し

の作
さ く

品
ひ ん

とされており、県
け ん

内
な い

でも古
ふ る

い
梵
ぼ ん

鐘
しょう

の一
ひ と

つです。元
げ ん

亨
こ う

2（1322）年
ね ん

、藤
ふ じ

原
わ ら

氏
し

女
むすめ

によって寄
き

進
し ん

されたことが銘
め い

文
ぶ ん

から分
わ

かりますが、全
ぜ ん

体
た い

的
て き

にひっかき傷
き ず

が多
お お

く、多
お お

くの部
ぶ

分
ぶ ん

が判
は ん

読
ど く

できません。
言
い

い伝
つ た

えによると、この傷
き ず

は天
て ん

正
しょう

18（1590）年
ね ん

の豊
と よ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

の小
お

田
だ

原
わ ら

征
せ い

伐
ば つ

の時
と き

、
松
ま つ

山
や ま

城
じょう

の軍
ぐ ん

勢
ぜ い
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東松山市指定文化財「正法寺の鐘楼」

埼玉県指定文化財「正法寺銅鐘」

みなさんの思いが形になった!
　3月、新しい展示｢マヌルロック｣がオープンしました。マヌルネコの屋外放飼場です。
野生ではモンゴル等の高地に暮らすため寒い冬には強いのですが、これまで冬用の屋外
展示施設がありませんでした。そこで｢アニマル基金※｣で新たな屋外施設の建設費用の
募集を呼びかけたところ、たくさんの方からご支援いただき建設が決まりました。しか
し新型コロナウイルス感染症が広まり、設計や業者さんとの打ち合わせなどが進まず、
延期に次ぐ延期となり1年以上遅れての完成となってしまいました。
　マヌルロックは、展示場の真ん中に作った大きな擬岩が名前の由来です。野生では岩
の近くに棲み、岩やしげみなどに体を隠して目だけ光らせ獲物を捕らえます。その姿を
垣間見ることが出来たら、とスタッフみんなで擬岩を作製しました。2月中旬に完成し、
その後2週間以上かけて新しい放飼場にマヌルネコを慣らしていきました。放飼場にで
るのは若いオスの｢ロータス｣。どちらかというと動じないタイプのはずですが、練習初
日はなかなか展示場に出てくれませんでした。ふと見ると展示場とは違う方向をみてい
ます。その方向とは、高齢メス｢タビー｣の部屋。タビーはロータスのおばあちゃん。こ
れまで出会うことのなかった2頭が、放飼場への新しい通路からお互いの姿が見えてし
まったのです。心苦しかったのですがタビーの部屋の窓をカバーで覆いました。すると
ロータスはしょうがないか、と放飼場にでてくれるようになり、2日目にはさらに行動
範囲が広がり岩の上まで上がってくれました。その姿は野生のマヌルネコのように凛

り

々
り

しく見え、ちょっと感動しました。
　今度は、早くお嫁さんを見つけなくてはいけませんね!
※アニマル基金…動物たちのより幸せな暮らしのための展示場のリニューアルや建設を目的とした基金

～園長おすすめ　マヌルネコ～
田田
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埼玉県こども動物自然公園埼玉県こども動物自然公園

初日�やっと一歩踏み出した瞬間！初日�やっと一歩踏み出した瞬間！

２日目�ロックの上までいった！カッコイイ！２日目�ロックの上までいった！カッコイイ！

埼玉県
こども動物自然公園

大きな岩が特徴のマヌルロック大きな岩が特徴のマヌルロック

〒355-0065岩殿554　☎35-123435-0248
開園時間等は をご確認ください。 埼玉県こども動物自然公園

3031 令和3（2021）年▪4月 令和3（2021）年▪4月


